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歴
史

研
究

に
も

と
つ

く
人

類
学

批
判

が

広
く

み
ら

れ

る
な

か

で

[杉
島
　

一
九
九
六
]
、

サ

ン

(ブ

ッ
シ

ュ
マ
ン
)
の
歴
史

的
実

像

を
め

ぐ
る
研

究

で

は
、

「伝

統

主
義
者

」
と

「
修
正

主
義

者

」
と

の
あ

い
だ

に
論

争

が
存
在

す

る

こ
と
が

知

ら
れ

て

い
る

[池

谷
　

一
九
九
六

a

"
六
五
]。

ま
ず

「
伝

統
主

義
者

」
は
、

サ

ン
を
純
粋

な
狩

猟

採
集

民

と
み

な
し
、

サ

ン
と

バ

ン
ツ

ー
系
農

牧
民

と

の
あ

い
だ

に
文

化
接

触

が
あ

る

こ
と
を
認

め

る

が

、
そ

れ
が

サ

ン

の
文

化

を
破
壊

し

た

と
は
考

え
な

い
。

そ

の

一
方

で

「
修

正
主
義

者

」

は
、
多

く

の
サ

ン
が

農
耕

や
牧

畜
を

古

く

か
ら
取

り

入

れ

て
き

て

い
る

こ
と
や
、

首
長

国

や
植

民
地

な

ど

の
政

治
経

済

シ

ス
テ

ム

の
中

の

一
部

を
構
成

し

て
き
た

こ
と
が

サ

ン

の
文

化

を
変

え

て
き

た
と

す
る
。

　

筆
者

は
、

こ
の
サ

ン
論
争

の
内

容

を
検

討

す

る
こ
と

を
通

し

て
、
次

の
二

つ
の
問
題

点

を
指

摘

で
き

る
と
考

え

て

い
る
。
第

一
点

は
、

こ

の

論

争

で
は
地

域
差

が
考

慮

さ
れ

て

い
な

い

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
論

争

は
、
現

在

の
ボ

ツ

ワ
ナ
共

和
国

北
西

部

に
住

む
ク

ン

・
サ

ン

の
研
究

を

め

ぐ

っ
て
生

じ

て

い
る
が
、

同
国

の
中

央
部

の
ガ
ナ

や
グ

ウ

ィ

の
研
究

で
は
、

「
修

正
主
義

者

」
が

い
な

い
の

で
論

争

は
生

ま

れ
て

い
な

い
。

こ

の
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た
め
、

中
央

部

を
研
究

対

象
地

と

し

て

「
修

正
主
義

者

」

の
立
場

か
ら

サ

ン
の
文
化

を
検

討

す

る
必
要

が
あ

る
。

第

二
点

は
、
民

族
間

の
文

化

接

触

の
性
質

が
十

分

に
明

ら

か

に
さ
れ

て

い
な

い
点

が
挙
げ

ら

れ
る

。

つ
ま
り

サ

ン
が

バ

ン
ツ
ー
系

農
牧

民

と
接
触

し

て
農

耕
化

や
牧

畜
化

を

す
す

め

て
も
、

そ
れ

が
彼

ら

の
社
会

変
容

を
意

味

す

る
か
否

か
は
不

明

で
あ

る
。
彼

ら

の
生
業

の
変

化

に
と
も
な

う
社

会

の
変
化

を
掘

り
下

げ

る

こ
と
が

不
可

欠

に
な

っ
て
く
る
。

　

本
稿

で
は
、

以
上

の
よ

う
な

二

つ
の
問

題

点
を
克

服

す

る
た

め

に
、
現

在

の
ボ

ツ

ワ
ナ
共
和

国

に

ほ
ぼ
相

当

す
る

イ
ギ

リ

ス
植

民

地

ベ
チ

ュ

ア
ナ

ラ

ン
ド
を

対
象

に
し

て
、

古
文

書
館

に
保
管

さ

れ

て

い
文
書

資
料

と
古
老

か

ら

の
聞

き

取
り
資

料

を
併

用

す
る

こ
と

を
と

お
し

て
、

サ

ン

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

　　
　

と
カ

ラ

ハ
リ

と
ツ

ワ
ナ

か
ら

な
る
、

毛
皮

を

め
ぐ

る

エ
ス
ノ
ネ

ッ
ト
ワ

ー

ク
の
構
造

を

明
ら

か

に
す

る

こ
と
を
目

的

と
す

る
。

　

本
稿

の
テ

ー

マ
に
関
与

す

る
既
存

の
研
究

と

し

て
歴
史

学
者

ラ

ム
セ

イ
は
、

カ
ラ

ハ
リ
中

央
部

に
位

置

す
る

コ
モ
デ

ィ

モ
や

カ
オ

チ

ュ
エ
と

い
う

所

に
住

む

ネ

イ
テ

ィ
ブ

が
、
植

民
地

化

以
前

に
起

源

を
持

つ

「
伝
統

的

」
首

長

セ

ベ

レ
に
雇

わ

れ

て
お
り

、
王

室
直

属
領

(∩
曜
O
♂<
口
][
鋤
昌
α
ω
)

で

の
狩
猟

に
よ

っ
て
得

ら
れ

た
毛
皮

を
彼

に
手
渡

し

て

い
た

と
報
告

し

て

い
る

[力
匿

ω〉
磯
　
H
㊤Oo㊤
"
り
N
]
。

し
か

し
、

そ

の
ネ
イ

テ

ィ
ブ

が

サ

ン

な

の
か
、

あ

る

い
は

バ
ン

ツ
ー
系
農

牧

民

カ
ラ

ハ
リ

な

の
か
、

ま

た
両
者

の
社

会

経
済

関
係

の
あ

り
方

、

さ
ら

に

は
毛

皮

の
生
産

形

態
や

運
搬

ル
ー

ト
な

ど

は
ま

っ
た
く

知

ら
れ

て

い
な

い
。

そ

こ
で
本
稿

で
は
、

ラ

ム

セ
イ
が
未

利

用

の
古

文

書
資

料

や
新
聞

記
事

を
利

用

す

る
こ

と
を
通

し

て
、
当

時

の
社
会

史

を
構
築

す

る

と
同
時

に
、

彼

の
記

述
内

容
を

批
判

的

に
検

討
す

る
。

　

筆

者

は
、
ボ

ツ
ワ
ナ

国
立
古

文
書

館

で

の
約

三

ヵ
月
間

の
資

料
調

査
、

ボ

ツ

ワ
ナ
中

央
部

を
占

め

る
中
央

カ

ラ

ハ
リ
動

物
保

護
区

で

の
古

老

か
ら

の
聞

き
取

り
調

査

を
実
施

し

た
。
前

者

に
お

い
て

は
、

イ
ギ
リ

ス
保

護
領

時

代

に
お
け

る
県

の
政

治
的

中

心
地

モ
レ
ポ

ロ
ー

レ

の
状

況

は

ア

ニ

ュ
ア

ル

・
レ
ポ

ー
ト
を
利

用

す

る

一
方

で
、

県

の
周

辺
地

域

の
状
況

は
、

一
九

二
八
年

の
ク
リ

フ

ォ
ー
ド

、

一
九
三

〇
年

の
ヴ

ェ
ル
ナ

イ

と

ラ

ン
、

一
九
五

九
年

の
シ

ル
バ
ー

バ
ウ

ア

ー
の

三
度

に
わ

た

っ
て
な

さ

れ
た
調

査
行

の
記

録

と
、

現
在

そ

の
地
域

に
住

む
古

老

か
ら

の
聞

き

取

り
と

い
う
方

法

を

つ
か
う

。
文
書

資

料

を
提

示
す

る

こ
と

で
、

一
九

六
〇
年

代

に

つ
く

ら
れ

た
サ

ン

の
民
族
誌

の
中

の

「
伝
統

的

」
生

活
が

、

植
民

地
時

代

の
中

で
ど

の
よ

う

に
形
成

、
再

編
成

さ
れ

た
か

を
明

ら

か

に
す
る

こ
と

が
可
能

で
あ

る
。

ま
た
、

カ

オ
チ

ュ

エ
の
事
例

の
よ
う

に

文
書

資
料

と
聞

き

取

り
資

料

の
地

点

と
年
代

を

そ

ろ
え

る

こ
と

で
、

当
時

の
社
会

生
活

の
復

元

に
有

用

で
あ

る
。

　

サ

ン
は
、

一
九

五
〇
年

代

か
ら

一
九

六
〇

年
代

ま

で
の
間

に
調
査

さ

れ

た
生
態

・
社

会
人

類
学

者

の
民
族

誌

に

よ

っ
て
、
南

部

ア

フ
リ
カ

の
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カ

ラ

ハ
リ

砂
漠

に
生

活

す
る
狩

猟
採

集

民
と

し

て
よ

く
知

ら
れ

て
き

た
。

彼

ら
は
、

舌
打

ち
音

の
入

っ
た

コ
イ

サ

ン
系

の
言

語

を
話

し
、

キ

ャ

ン
プ

単
位

の
移

動
生

活

を
行

な
う

平
等

主
義

者

で
あ

る
と

い
わ

れ

る
。

そ

し

て
、
言

語
方

言

に
よ

っ
て
、

ガ
ナ
、

グ

ウ

ィ
、

ナ

ロ
ー
、

ク

ン
な

ど

の
集
団

に
分

類

さ
れ

る
が
、

本
稿

で
対
象

と

す
る
集

団

は
ガ

ナ

と
グ

ウ

ィ
で
あ

る
。

ま
た
、

サ

ン
と
社
会

経
済

的
関

係

を
も

つ
カ
ラ

ハ
リ
や

ツ

ワ
ナ

は
、

バ

ン
ツ
ー
系

農
牧

民

の
中

に
含

ま

れ
る
。

と

り
わ

け

ツ

ワ
ナ

の
な

か
は
、

バ

ク
ウ

ェ
ナ
、

バ

マ
ワ
ト
、

バ
タ

ワ
ナ

、

バ
カ
タ

な
ど

の
各

支
族

に
分

か
れ
、

本
稿

で
は
バ

ク
ウ

ェ
ナ

を
対
象

と
す

る
。

　

カ
ラ

ハ
リ
砂

漠

は
、

そ

の
大

部

分
が

草
や

潅
木

で
お

お
わ
れ

て

い
る
。

ま

た
イ
ギ

リ

ス
保
護

領

時
代

の

一
九

二
一二
年

か
ら

一
九
六

六
年

ま

で

の
砂

漠

の
町

ハ
ン
シ
ー

の
年
降

水

量

は
、

二
〇
〇

～

六
〇
〇

ミ

リ

に
散

ら

ば

る
よ
う

に
年

変
動

が

大

き

い
。

な

か

で
も
本
論

で
と
り

あ
げ

る

ク

リ

フ

ォ
ー
ド

の
探
検

が
行

わ

れ
た

一
九

二

八
年

は
四

三

二
、
六

ミ
リ
、

ヴ

ェ
ル
ナ

イ
と

ラ

ン
の
探
検

の

一
九

三
〇
年

は
四
三

九
、
六

ミ
リ
と

ほ

ぼ

平
均

値

で
あ

る

の
に
対

し

て
、

シ

ル
バ
ー

バ
ウ

ア
ー

の
予
備

調
査

の

一
九

五

九
年

は

二
二

八
ミ
リ

と
極

端

に
少

な

い
旱
越

の
年

で
あ

っ
た

。

こ

の
よ
う

な
降
水

量

の
年
変

動

に
よ

っ
て
彼
ら

の
生

活
様

式

は
大

き
く
変

わ
る

可
能
性

が

あ

る

の
で
、
各

年
代

の
降

水
特

性

を
考
慮

す

る
必

要
が

あ

る
。

　

ツ

ワ
ナ

の
多

く

の
支
族

は
、

一
八
世

紀

の
前
半

に
、

現
在

の
南

ア

フ
リ
カ

の
ト

ラ

ン
ス

バ
ー

ル
地
方

か

ら

ベ
チ

ュ
ア
ナ

ラ

ン
ド

に
移

住

し

て

き

た
と

い
わ

れ
.る

[ω
O
出
〉
℃
国
即
>
　
H㊤
膳
刈
"
ω
]。

一
八

二
九
年

に
は
、

そ

の
南

東

部

で
象

牙

や
ダ

チ

ョ
ウ

の
羽

や
毛
皮

を

対
象

に
し

た

ト
ラ

ン

ス
・

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　ヨ
　

カ

ラ

ハ
リ
交

易
が

盛

ん

に
な
る

の
を

き

っ
か
け

と
し

て
、

ツ

ワ
ナ

の

バ
ク
ウ

ェ
ナ

の
セ
チ

ェ
レ

(ω
8
プ
Φ
一①
)

一
世
が

即
位

し

て
、

バ
ク

ウ

ェ
ナ

首

長
国

を
成

立

さ
せ

る

(図
1
)。

こ
れ
以
降

、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
人

の
狩

猟
者

、

宣
教
師

、

商
人

が

ベ
チ

ュ
ア
ナ

ラ

ン
ド

に
訪

れ
始

め

た
。

と
り

わ

け

商

人

は
、

西

洋

文

明

の
品

と
当

時

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
経

済

的
価

値

の
あ

っ
た
象

牙

や

ダ

チ

ョ
ウ

の
羽

の
よ

う

な

地

場

産

品

と
を

交

換

し

た

[Qo
o
=
諺
℃
国
即
>

H
㊤
ミ

蔓
]
。

　

そ

の

一
方

で

一
八

三
四
年

に
、

南

ア

フ
リ

カ
で

は
イ
ギ

リ

ス
系
白

人

に
押

さ

れ
た

ア

フ
リ
カ

ー
ナ

ー

(オ
ラ
ン
ダ
系
白
人
)
の
大
移

住

(グ

レ
ー

ト

・ト

レ
ッ
ク
)
が

始

ま

っ
て

い
た
。

そ

の
結

果

一
八
五

二
年

に
は
、

ア

フ
リ

カ

ー
ナ

ー
が
、

現
在

の
プ

レ
ト
リ

ア
を

中
心

に
ト
ラ

ン

ス
バ
ー

ル

共

和
国

を
設

立

し

て
、

大
砲

と

八
五
台

の
荷

車

を
も

っ
て

バ
ク
ウ

ェ
ナ

首
長

国

を

お
そ

っ
て

い
る
。

一
八
七
〇

年
代

に
は
、

ト
ラ

ン

ス

・
カ

ラ

ハ
リ
交

易
が

衰
退

し

た

こ
と
も

原
因

の

一
つ
と
な

っ
て
、

セ
チ

ェ
レ

一
世

の
政
治

的
力

が
衰

え

る
。

し

か
し

一
八

八
〇
年

代

の
初

め

に
は
、

バ



詔

ク

ウ

ェ
ナ

を
含

む

ツ

ワ
ナ
が

イ
ギ

リ

ス
の
植

民
地

支
配

に
抵

抗

す
る
が

、

一
八
八
五
年

に
、

イ
ギ

リ

ス
が

ベ
チ

ュ
ア

ナ
ラ

ン
ド
保

護
領

を
宣

言

す

る
。

　

こ

の
保

護
領

で
は
、

イ
ギ

リ

ス
が
軍

事
や

外
交

を

に
な

い
、

ネ
イ

テ

ィ
ブ

・
リ
ザ

ー
ブ

内

で

の
権

利

は

ツ
ワ

ナ

の
各
首

長

に
認

め
ら

れ
、

ネ

イ

テ

ィ
ブ

・
リ
ザ

ー
ブ

は
首
長

の
管

理

の
も

と

で

の
部

族

の
土
地

な

の

で
土
地

の
販

売

は
禁

じ
ら

れ

る
。

ま
た

そ
れ
以

外

の
土
地

は
、

イ
ギ

リ

ス

の
王
室
直

属
領

に
指
定

さ

れ
た
。

こ
の
頃

、

一
八

八
四
年

の
ヨ

ハ
ネ

ス
ブ

ル
ク
地

方

で

の
金

鉱

の
発

見

は
多

く

の
地

元
労

働
力

を
必

要

と
し

た
が
、

当
初

は

ベ
チ

ュ
ア
ナ

ラ

ン
ド

の
入

々

へ
の
効
果

は
な

か

っ
た

[6∩
O
国
〉
℃
国
閑
>
　
H
O
ら
刈
H
『
]。

ま

た

一
八
九

六
-

七
年

に
は
、
国

の
東

南
部

を

横
切

る
形

で
鉄
道

路

線
が

つ
く

ら

れ

て

い
る
が
、

地
元

住
民

か

ら

の
反
対

は
生

じ

て

い
な

い
。

　

こ
う
し

て

一
八

二
九
年

の
セ
チ

ェ
レ

一
世

に
よ

っ
て

バ
ク
ウ

ェ
ナ
首

長

国
が

成
立

す

る

こ
と

で
、

そ

の
経
済

的

基
盤

と
な

る
ダ

チ

ョ
ウ

の
羽

や
毛
皮

を

集

め
る

た
め

に
、

カ
ラ

ハ
リ

中
央

部

の
人

々
と
首

長

が
関
係

を

持

っ
た

と
予
想

さ

れ

る
が
、

そ

の
具
体

的

な
資
料

を
得

る
こ
と

は

で

き
な

い
。

し

か
し
後

述

す

る
カ
ラ

ハ
リ

か

ら

バ
ク
ウ

ェ
ナ

の
首
長

に
毛

皮

を
朝

貢

す
る

か
わ

り

に
犬
や

マ
リ

フ

ァ
ナ

な
ど
が

与

え
ら

れ
た
関

係

は
、

こ
の
時
代

に
形

成

さ
れ

た
と

推
察

さ

れ
る
。

二
　

ベ
チ

ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド

ニ
八
八
五
⊥

九
六
六
年
)
に
お
け
る
政
治
経
済
状
況

　

こ

の
領

内

は
、
首

長

の
権
利

が

み

と
め

ら
れ

る
ネ

イ

テ
ィ
ブ

・
リ

ザ

ー
ブ
、

イ
ギ

リ

ス
が
直

接
統

治

す

る
王
室

直
属

領
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

人
保

有
地

と

に
三
分

割

さ
れ

て

い
る

[ω
O
】田
〉
勺
国
国
>
　
H
Φ
蒔
刈
]

(図
2
)
。

そ
れ

ぞ

れ

の
面

積

は
、
ネ

イ

テ

ィ
ブ

・
リ
ザ

ー
ブ

が
十

万

三
千

平
方

マ
イ

ル
、

王
室

直
属

領

が

一
六
万

四
千

平
方

マ
イ

ル
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
保

有
地

が
七

千

六
百

三
十
平

方

マ
イ

ル
と
な

っ
て

い
る
。

な

か

で
も
王
室

直

属
領

は
、

地
表

水

の

み
ら
れ

な

い
乾
燥

し

た
カ

ラ

ハ
リ
砂

漠

と
、

タ
ワ

ナ

・
リ

ザ

ー
ブ

と
南

ロ
ー
デ

シ
ア

と

の
あ

い
だ

に
広

が

る
地
域

か
ら
な

っ
て

い
る

(図
2
)。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

人
保
有

地

は
、

ハ
ン

シ
ー
県

に
三
千

平
方

マ
イ

ル
、

タ
テ

ィ
県

に

二
千

二
百
平

方

マ
イ

ル
、

ツ
リ

ー
ブ

ロ
ッ
ク

に

千
九

百
九

十

五
平
方

マ
イ

ル
、

ハ
ボ

ロ
ー

ネ
ブ

ロ
ッ
ク

に
百

八
十
五

平
方

マ
イ

ル
、

ロ
バ

ツ

ェ
ブ

ロ

ッ
ク

に

二
百

五
十

平
方

マ
イ

ル
あ

る
。
な

か

で
も

ハ
ン
シ
ー

県

の
土
地

は
、

セ

シ

ル

・
ロ
ー
デ

ス
が
、

こ
の
地
域

に
移
住

し

て
来

た

ア

フ
リ

カ

ー
ナ

ー

に
牛

飼
養

す

る
農

場

の
土
地

と
し

て

一
八
九

八
年

以
来

許

可
し

た
も

の
を

示

す

[ω
畠

亀

男

〉

お
ミ

u
凹
。
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バ タワナ

　 　 　 、
バマ ワト

バ クウェナ

バマ ケツェ モ レポ ローレ

バ ロロン トラ ンスバ ール

図1　 1880年代 のツワナ系首長国の分布

バ タワナ

タティ

ハ ンシー農場

バマ ワト

トゥリー ブ ロ ック

バ クウェナ

　　 F

G

バマケ ツェ

バ カタ

A

B

C

D

E

カ　デ

カオチ ュエ

タオハ

モラポ

キカオ

F　 レタケ ン

G　 モ レポ ロー レ

H　 コモデ ィモ

1　 トムチュル

J　 メ ツァマノー

ネ イテ ィブ ・リザーブ

王室 直 属 領

ヨー ロッパ 人保 有地

図2　 イ ギ リス植 民 地 ベ チ ュア ナ ラ ン ド(1885-1966年)の 土地 所 有 形 態

(注)　 カ オ チ ュ エ と コ モ デ ィモ の 位 置 は 、 カ オ チ ュ エ パ ン22°30'S.23°15'E.、 コ モ デ ィ

　 　 　 モ パ ン22°30'S.23°45'E。[HILL,　 JE.1942:370]を 参 照 。

　 　 　 ま た 、 カ オ チ ュ エ か ら オ ク ワ リバ ー まで は28マ イ ル(約44.8km)、 コ モ デ ィ モ パ ン

　 　 　 ま で は38マ イ ル(約60.8km)の 距 離 と な っ て い る[S　 50/7]。
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一
八
九
九

年

に
は
、

ツ

ワ
ナ

の
各
地

域

の
首
長

と

イ
ギ

リ

ス

の
権

利
関

係

の
調

整

と
し

て
ネ

イ

テ
ィ
ブ

・
リ
ザ

ー
ブ

の
境

界

が

ひ
か
れ

た
が

、

こ
れ
ら

の
境

界

は
、

一
八

八
〇
年

代

の
首
長

国

の
領

域

(図

1
)

と

は
無

関

係

に
行
政

域

の
線
引

き

が
な

さ
れ

た
。

そ

の
結

果

、
保

護
領

の
北

部

の
ナ
タ
川

の
北

に
あ

る

王
室
直

属
領

に
含

ま

れ
た

サ

ン

(]≦
餌
ω
鴛
≦
帥
)
は

バ

マ
ワ
ト

の
チ

ー

フ
の
父
親

の
牛

の
世
話

を

し
た
が

、

一
九

二

四
年

時

点

で
も

バ

マ
ワ
ト

の
首
長

カ

マ

(閑
げ
鋤
ヨ
蝉
)
に

つ
か
え

る
人

と

い
う

意
識

を
持

っ
て

い
る

[O
O
ω

卜。
＼
鵠
]。

ま

た
イ

ギ
リ

ス
に
よ

っ
て
、

一
軒

の
家
屋

を
占

有

す
る

す

べ
て

の
成

人
男

性

に
課

す

る
家

屋
税

(げ
三

母
×
)
が
課

せ

ら
れ

る

[ω
畠

亀

田

諺

一
㊤
。゚
ω
u
①
ω
①
]
。

こ

の
税

の
価

格

は
導

入

時

に
十

シ
リ

ン
グ

、

一
九

三
九
年

に
二
十

五

シ
リ

ン
グ

、

そ

の
後
、

年

に

三
十

五

シ
リ

ン
グ

に
上
昇

す

る
。

こ

の
値

は
、

ジ

ャ
ッ
カ

ル
の
毛
皮

で
二
～

三
枚

に
匹
敵

す

る

の

で
、

毛
皮

と

い
う
物

納

で
税

を
支

払

っ
た

人

々
も
多

い
。

　

イ
ギ

リ

ス
植

民

地

の
行
政

組
織

の
な

か
で
、

次
章

で
報

告

す
る
書

簡
状

は
、

バ
ク

ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

内

の

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
に
在

住

す

る
地

方

行
政
官

(幻
①
ω置
①
昌
巳
≦
餌
ひq
凶ω貢
讐
ρ

一
九
一一一五
年
以
降
は
、
U
団ω民

o
け
O
o
日
ヨ
尻
ωδ
づ
①『
)

か
ら

マ
フ

ィ
ケ

ン

(罎
p
団
涛
魯
αq
)

に
住

む
地

方
弁

務
官

(幻
Φ
ω
凶住
Φ
づ
け
∩
WO
ヨ
日
固ω
ω団O
口
Φ
「
)
に
送

ら
れ

た
も

の
が

多

い
。

そ
し

て
、
地

方

行
政

官

は
、
首

長

(直

。
ω
凶)
に
徴
税

の
仕

事
を

委
託

す

る

か
わ
り

に

彼

に
サ
ラ
リ

ー

を
支
払

っ
て

い
る
。

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　る
　

　

さ

て

一
九

二

一
年

の

べ
チ

ュ
ア
ナ

ラ

ン
ド

の
総
人

口
数

は
、

約
十

五

万
人

を

示
す

[U
目
竃
○
い

・。
＼ω
O
]
。

最
も

人

口

の
多

い
県

は
、

約

五
万

八

千

人

の
バ

マ
ワ

ト

・
リ
ザ

ー
ブ

で
あ

る
。

次

に
バ

マ
ケ

ツ

ェ

・
リ
ザ

ー
ブ

と
バ

タ

ワ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

が
、

そ

れ
ぞ

れ

一
万

七
千

人

と

つ
づ
き
、

バ
ク

ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

の
人

口

は

一

一
一
六

二
人

、

ハ
ン

シ
ー
県

の
そ

れ
は

一
六

九

八
人
を

示
す

。
牛

の
頭

数

で
は
、

バ

マ
ワ
ト

・
リ
ザ

ー

ブ

の
十

八
万

頭
、

バ
タ

ワ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

の
十

万
頭

と
多

い

の
に
対

し
て
、

バ
ク
ウ

ェ
ナ

・
リ

ザ

ー
ブ

で
は

二
三
七

二
七
頭
、

ハ
ン

シ
ー
県

で

は
八

四

一
五

頭

と
少

な
く

な

っ
て

い
る
。

そ

の
結

果

一
人
当

た
り

の
牛

の
頭

数

は
、

バ

ク
ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

で
は

二
頭

、

ハ
ン
シ

ー
県

で
は

四
～

五
頭

に
及

ぶ
。

　

そ

の

一
方

で

一
九
世

紀
末

の
南

ア

フ
リ

カ

の
経
済

は

、
金

や
ダ

イ

ヤ

モ
ン
ド

の
鉱
業

を
中

心

に
急

速
な

経
済

成
長

を

と
げ

つ

つ
あ

っ
た
。

そ

の
結
果

、

モ
ザ

ン
ビ

ー
ク

、

レ
ソ

ト
、

マ
ラ

ウ
イ
、

ス
ワ
ジ

ラ

ン
ド
な

ど

の
労
働

力

の
供
給

地

で
あ

る
農

村
社

会

で
は

、
出
稼

ぎ
労

働

の
促
進

な
ど

の
影
響

を
与

え

て

い
る
。

し

か
し
、

隣
接

す

る

ベ
チ

ュ
ア

ナ
ラ

ン
ド

で
は
労

働

力

の
供
出

は
少

な
く

、
牛

、
羊

、

ヤ
ギ

な
ど

の
家

畜

や
野

生

動
物

の
毛

皮

が
最

も
重
要

な
輸

出

品

で
あ

っ
た
。

こ
の
た

め

ツ
ワ

ナ
が
、

サ

ン
や

カ

ラ

ハ
リ

に
毛
皮

を

容
易

に
入
手

す

る
た
め

の
犬

や
銃

を
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与

え

て

い
た
と

い
わ

れ
る

[6り
O
=
〉
勺
国
図
〉
　
目㊤
α
らo
"
N
◎c
]
。

　
例

え
ば

一
九

二
七
-

二
八
年

の

ベ
チ

ュ
ア
ナ

ラ

ン
ド

に

お
け

る
主
要

な
輸

出
品

で
は
、

三
万

頭

の
牛
が

=

二
七

五
六
九

ポ

ン
ド
、

約

百
五
十

万

リ

ー
ブ

ラ

(五
十
万

キ
ロ
グ
ラ
ム
)

の
牛
皮

が

六

六

八
七
〇

ポ

ン
ド
、

バ

タ

ー
脂

肪

と

ク
リ

ー
ム
が

二

八
〇
〇

八

ポ

ン
ド
、

野
生
動

物

の
毛
皮

が

七

二
九
九

〇
枚

で

一
六

八

一
四
ポ

ン
ド

と

つ
づ

い
て

い
る

[ω
o
国
亀

男

諺

一㊤
ミ
]
。

そ

し
て

一
九

三
八
年

か
ら

一
九

四
二
年

ま

で

の
各
年

別

の

輸

入
と
輸

出

品
目

と

そ
れ

ぞ
れ

の
金
額

を

示
す

と

[ω
o
国
亀

男

>

6
ミ

愚

ω
出
、

一
九

三

八
年

の
輸
出

品
額

の
な

か
で

は
、
牛

(約
十
七
万
ポ
ン
ド
)

の
占

め

る
割

合
が

最

も
大

き
く
、

牛
皮

(約

一
万
六
千
ポ

ン
ド
)
、

バ
タ

ー

(約
二
万
六
千
ポ

ン
ド
)
、

羊

と
ヤ
ギ

(約

九
千
六
百
ポ

ン
ド
)
、
ブ

タ

(約

三
千
八
百
ポ

ン
ド
)、

野

生
動

物

の
毛
皮

と

外
套

(ω評
閂コ
ω
蝉
⇒
α
評
9
同
O
ω
ωΦ
ω)

(一一一三

四
〇
ポ

ン
ド

)
と

つ
づ

く
。

こ

こ
で
は

一
九

世
紀

に
は
重
要

な

輸
出

品

で
あ

っ
た

ダ

チ

ョ
ウ

の
羽

(三
六
五
ポ

ン
ド
)
や
象

牙

(
三
三

一
ポ

ン
ド
)
の
比
重

は
小

さ

い
。

ま
た
輸

入

品

の
中

で
は
、

雑
貨

品

(σq
魯

雲
巴

日
2
。
訂

民

団ω
Φ
)

(約
三
〇
万
ポ

ン
ド
)
の
占

め
る
割

合

が
大

き

い
が
、

ト

ウ

モ

ロ

コ
シ

(約

二
万
七
千
ポ

ン
ド
)
や

ソ
ル
ガ

ム

(約

一
万
四
千
ポ
ン
ド
)

も

み
ら

れ

る
。
さ
ら

に
、

一
九

五

一
～

五

八
年

の

コ

ロ
ニ
ア

ル
・
レ
ポ

ー

ト

に
よ

っ
て
、

一
九

五

一
年

か
ら
五

八
年

ま

で

の
毛

皮

と
外
套

(冨

お
ω-

ωΦ
ω
)
の
み

の
輸
出

量

の
動
向

は

、

一
九
五

一
年

の
約

三

万
七

千

か
ら

一
九

五
三
年

の
約

二
万
九

千

と
減
少

し
、

利
益

は
、

一
九
五

三
年

の

二
万

九

千
ポ

ン
ド

か
ら

一
九
五

八
年

の
七
千

九

百
ポ

ン
ド

へ
と
大

き
く

減
少

し

て

い
る
。

輸
出

相
手

国

で
は
、

一
九

五

一
～

五

八
年

に
お

い
て
南

ア

フ
リ

カ
連
邦

が

最
も

重
要

な
国

に
な

っ
て

い
る
。

　

以

上

の
こ

と
か

ら
、

一
九

二
七
年

か
ら

一
九
五

八
年

ま

で

の

ベ
チ

ュ
ア
ナ

ラ

ン
ド

に
お

い
て
牛

や
牛
皮

な

ど
が

最
も

重
要

な
輸

出
品

で
は
あ

る
が
、

野
生

動
物

の
毛
皮

と
外

套

の
輸
出

を
無

視

で

き
な

い
の
が
わ

か

る
。

三
　

バ
ク
ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ
ー
ブ

の
中
心
と
周
辺
　
　
文
書
資
料
の
分
析
か
ら

　
本
章

で
は
、

ベ
チ

ュ
ア
ナ

ラ

ン
ド
中
央

部

に
お
け

る

バ
ク

ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

か
ら

王
室
直

属
領

に
か

け

て
の
地
域

を
研

究
対

象

と
す

る
。

そ

こ
で
、

バ

ク
ウ

ェ
ナ

の
王
都

の
モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
は
中

心
地

、

カ

ラ

ハ
リ
砂

漠

の
村

は

周
辺
地

域

と

み
な

さ
れ

る
。
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1
　

政
治

的
中

心

地

の

モ
レ
ポ

ロ
ー

レ

(
一
九

二
七
～

一
九
三
二
年
)

　

バ
ク

ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

の
政
治

的
中

心

地

の

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
に
は
、

イ
ギ

リ

ス
人

の
地

方
行

政
官

や

バ

ク
ウ

干
ナ

の
首
長

が
居

住

す
る
。

ま
た
、

そ

の
北

西

の

レ
タ
ケ

ン

(】UΦ
ニ
ゴ
犀
①
昌
)
、
さ
ら
に
そ
の
北
の
ク
ケ

(内
爵

①
)
ま

で
は
井

戸

が
設

置

さ
れ
、

こ
れ

か
ら
北

に

は
ま

っ
た

く
井
戸

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　　
　

は
な

く
、

王
室

直
属

領

で
は

キ

カ

(函
涛
鋤
)
の
パ

ン
、

コ
モ
デ

ィ

モ
村

(閑
ゴ
。
日
。
臼
日
。
<
竃
曽
σq
①
)
、

チ

ュ
ク

ド

ゥ
村

(O
げ
鼻

⊆
含

国
鑓
巴

、

カ

オ
チ

ュ

エ

(閑
鋤
o
叶零
Φ
)

の
パ

ン
と

つ
づ

い

て

い
る

(図

2
)
。

　

一
九

三

二
年

お

け

る
バ
ク

ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ
内

の
人

口
構
成

は
、

一
九

三
二
年

の
ク
ウ

ェ
ネ

ン
県

ア

ニ

ュ
ア

ル
・
レ
ポ

ー

ト

に
よ
る

と

[U
O

竃
O
い

・。
＼
・。
呂
、
バ
ク
ウ

ェ
ナ

、
カ

ラ

ハ
リ

、
サ

ン
か

ら
な

る
地

元
住

民
は

一
万

一
千

～

一
万

二
千

人
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人

は

八
十

六

人
、
イ

ン
ド

人

は
十

人
、

カ

ラ
ー

ド

(混
血

)
は
六
十

人

を
示

す
。

家

屋

の
数

は
、

お
よ

そ

八
千

と

な

っ
て

い
る
。

但

し
、

一
九

三

一
年

四
月

か
ら

一
九

三

二
年

三
月

ま

で

の
間

に
お
け

る
調
査

時
期

や

調
査

方
法

は

明
記

さ

れ
て

い
な

い
。

　

地
方

行

政
官

に
支

払

わ
れ

た

ラ
イ

セ

ン
ス
料

の
内
訳

を

通
し

て

[U
O
窓
○
い

①〉
昌
、

一
九

二
九

年

四
月

か
ら

一
九

三
〇
年

三
月

ま

で
の

バ
ク

ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

内

の
職
業

構
成

や

流
通

す

る
物

の
種
類

を
把

握

で

き
る
。

十
軒

の
雑

貨

屋
、

六
軒

の
輸

入
業

者
、

一
軒

の
パ

ン
屋
、

四
軒

の
肉

屋
、

十
人

の
鍛

冶

屋
、

一
人

の
商

人

の
ほ

か

に
、

三

十

四

の
銃

、

二
十
台

の
自

動

車
な

ど

が

み
ら
れ

た
。

ま

た

一
九

三

二
年
九

月

一
七

日

時

点

で

の

セ
ベ

レ
ニ
世

の
五

十
九

点

の
所
持

品

で
は

[U
O
O
自

N
＼
己
、

ピ

ア
ノ
や

オ

ル
ガ

ン
、
複

数

の
銃

、

ミ

シ
ン
な
ど

の
西

洋
文

化

か
ら
導

入

さ
れ

た
も

の

の
他

に
、

セ

ベ
レ

の
牛

は
、

各

々

の
牛

群

に
は
名

前

が

つ
く
十

九

群

に
分
散

飼
育

さ

れ

て

い
て
、

そ

の
総

数

は

二
五
三
頭

を

示

す
。
な

お

一
九

三

二
年

の
牛

の
価
格

を

み

る
と
、
雄
牛

は

一
、
一
〇
～

一
、
八
ポ

ン
ド
、
雌

牛

は

一
、
二
〇
～

一
、
六
ポ

ン
ド
、
若

い
雌

牛

は

一
、
三

～

一
、
九

ポ

ン
ド

と
な

っ
て

い
る

[U
O
O
口

O
＼
Σ
。

　

ク
ウ

ェ
ネ

ン
県

の
総
収

入

で

は
、
税

の
総

計

は
四

一

一
四
ポ

ン
ド

で
、

そ

れ
以

外

に
六

三
四
ポ

ン
ド

一
八

シ
リ

ン
グ
あ

る
。

税

の
月

別
変
化

は
、

十

二
月
が

九

十
六

ポ

ン
ド

で
も

っ
と

も
少

な
く
、

七

月
が

八

二
九

ポ

ン
ド

で
も

っ
と

も
大

き

い
。

ま
た

ハ
ボ

ロ
ー

ネ

の
医

務
官

が

二
週
間

に

一
度
、
そ

こ

に
住

む
薬

剤
師

が

毎

日
診
療

所

に
や

っ
て
く

る
が
、
十

一
月

や
十

二
月

に
、
は

し

か

(ヨ
①
蝉
ω
一①
ω
)
や
百

日
ぜ

き

(≦
げ
。
。
b
営
αq
8

⊆
ひq
げ
)

の
伝

染
病

が

は
や

り
、
平
常
時

よ

り
早

く
原

住

民
学
校

(讐
Φ
墨

薯

Φ
ω魯

。
9

が

閉

じ

て

い
た
。
そ

の
年

に

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
か
ら

カ

ニ
エ
(国
帥
亀

①
)

を
結

ぶ
道

路

が
建
設

さ
れ

て

い
る

[U
O

竃
○
い

①
＼
H
昌
。
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一
九

二
七
-

二

八
年
、
ク
ウ

ェ
ネ

ン
グ
県

の
ア

ニ

ュ
ア

ル
・
レ
ポ

ー

ト

に
よ

る
と

[U
O
]≦
○
ピ

N
＼
㊤
]
、
「牛

皮

(匡
号
ω
)
と
羊

と

ヤ
ギ

の
皮

(ωざ
房
)

の
輸
出

は

、
昨
年

か
ら
増

加

を
示

し

て

い
る
。

と
り

わ
け
、

牛
皮

は
、
海

外
輸

出

用

の
た

め

に
海

岸

の
港

に
鉄
道

で
運
ば

れ

て

い
る
。

ま
た
、

多

数

の
野

生
動
物

の
毛
皮

は
、

イ
ギ

リ

ス
と
ア

メ
リ

カ
、

主

と
し

て
ア

メ
リ

カ

に
輸

出

さ

れ

て

い
る
」

と
記

さ

れ

て

い
る
。

ま

た

「
交
易

人

が

獲

得

し
た

毛
皮

の
十

分

の

一
が
、

現
地

人

の
熟
練

し

た
労
働

に
よ

っ
て
、

外
套

が

つ
く

ら

れ
る
。

そ

の
年

に
は
、

一
人

の
交

易

人
が

五
百

枚

の

外

套

を
も

っ
て

い
た
」

[池
谷
　

一
九
九
七

二

三
七
]
。

さ

ら

に
、

一
九

二
九
年

の
同

県

の
ア

ニ

ュ
ア

ル
・
レ
ポ

ー
ト

に
は
、

「
こ

の
リ
ザ

ー
ブ

の

唯

一
の
ネ

イ

テ

ィ
ブ

の
産

業

は
、

外
套

を
作

る

こ
と

で
あ

る
。

バ

ク
ウ

ェ
ナ

の
人

々

の
な

か

に
少

な

く
と

も
五

百
～

六
百

人

の
外
套

製
作

者

が

い
た
。

そ

の
年

の
あ

い
だ

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
に

い
る

一
人

の
交

易

人
が

、

一
日

当
た

り

に
、

三
百
枚

の
外

套
を

作

る
た

め

に
外
套

製
作

者

に
毛
皮

を
与

え
た

。
」

と
記

さ
れ

て

い
る

[】)
O
]≦
O
い
N
＼
㊤
]
。

な

お
バ

ク
ウ

ェ
ナ

・
リ

ザ

ー
ブ

の
政
治

的
中

心
地

の
モ

レ
ポ

ロ
ー

レ

に
在
住

す

る

カ
ラ

ハ

リ

の
女

性

は
、

ジ

ャ

ッ
カ

ル
の
毛
皮

を
縫

い
合

わ
せ

て
作

っ
た

外
套

を
身

に

つ
け

て

い
る

ほ
か
、

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
に
在

住

す

る
バ

ク
ウ

ェ
ナ

の

外

套
製

作

者
も

外
套

を
身

に

つ
け

て

い
る

[池
谷
　

一
九
九
七

二

三
七
]
。

　

そ

の

一
方

で

一
九

三
〇

年

の
ク

ウ

ェ
ネ

ン
県

ア

ニ
ュ
ア

ル

・
レ
ポ

ー

ト

に
よ

る
と
、

一
九

二
九

年

四
月

か
ら

一
九

三
〇
年

三

月

ま

で
の
主

た

る
交

易
品

は
毛

皮

と
牛

で
、
毛
皮

の
価

格

は
下

が

っ
て

い
る

が
牛

の
価

格

は
よ

い
と

さ
れ

る
。
ま
た

そ

の
年

の
雨

量

は

一
七
、
〇
五

イ

ン
チ

(約

四
三
三
ミ
リ
)
を
示

し
、

ト

ウ

モ

ロ
コ
シ

(8
Φ
巴
一Φ
ω)
、

ソ
ル
ガ
ム

(冨

律

8
琶
)
、
豆

(げ
Φ
き
ω
)
な
ど

の
農

作
物

の
で
き

は
よ

か

っ
た
と

い
う

。

よ

り
具
体

的

に

一
九

二
九
年

の
バ
ク

ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

の
輸

出
品

を
項

目

別

に

み
る
と

冒

O
ζ
O
い

ミ
㊤
]
、

そ

れ
ら

の
総
収

益

は
八

五

一
九

ポ

ン
ド

で
あ

る
が

、
野

生
動

物

の
毛
皮

と

そ
れ

を
加

工

し

て
製

作

さ
れ

る
外

套

は

一
七
九

一

一
枚

で
、
そ

こ

か
ら

の
収
益

が

四

二

一
ニ
ポ

ン
ド

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　　
　

で
も

っ
と
も

大

き
な
比

重

を
し

め

て

い
る

[菊
〉
り自ω
〉
嶋
　
HΦ
◎Q
㊤
"
Φ
N
]。

次

に
、

牛
皮

の
三
三

九

四
ポ

ン
ド
、
羊

と
ヤ
ギ

の
皮

か
ら

の
三
九

六
ポ

ン

ド

と
な

っ
て

い
る
。

ダ

チ

ョ
ウ

の
羽

は
九

ポ

ン
ド

と
わ
ず

か
で
あ

る
。

但

し
、
牛

の
頭

数

が
ゼ

ロ
で
あ

る
こ

と

に
対

し

て
は
、

前
述

の
内

容

と

整
合

せ
ず

疑

わ
し

い
も

の
で
あ

る
。

2
　
周

辺

の
カ

ラ

ハ
リ
砂
漠

の
村

(
一
九

二
八
年

、

一
九

三
〇
年
、

一
九
五
九
年
)

バ
ク

ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

と
王
室

直

属
領

の
周

辺

地
域

で
は
、
ど

う

い
う
人

々
が
住

ん

で

い
た

の
か

み
る
こ

と

に
す
る
。
帝

国
書

記
官

(巨

冨
-
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同凶巴

ω
Φ
自
Φ
寅
憂
)
ク

リ

フ

ォ
ー
ド
隊

長
を

中
心

と

す

る
六
人

組

が
、
当

時

未
知

な

る
領
域

で
あ

っ
た
カ

ラ

ハ
リ
中
央

部

を
、

一
九

二
八
年

の
六

月

下
旬

か
ら

七
月

上
旬

の
二

二
日
間

に
わ

た

り
は

じ

め
て
縦

断

し

て

い
る
。

こ

の
主

た

る
目
的

は
、

植

民
地

相

の
命

令

に
よ

っ
て
、

カ
ラ

ハ
リ

砂

漠

の
中

に
水
場

を

見

つ
け

て
北
西

部

か
ら
南

東
部

へ
牛
を

運

ぶ
最
短

の

ル
ー
ト
を

探

る

こ
と

に
あ

っ
た
。
[9

謁

日
碧
霧

一
九
二
八
年
六
月

一

三
日
、
菊
>
Z
U
U
>
目
団
寓
≧
い

一
九
二
八
年
七
月

一
六
日
]
こ
の

ル
ー
ト

と

は
、

キ
カ

(内
節
鋤
)
、

ク

ニ
サ

(内
二
巳
ω鋤
)、

チ

ュ
ク

ド

ゥ

(O
ゴ
ロ
評
二
身

)
、

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
〔7
)

カ
オ
チ

ュ
エ
(囚
鋤
。
箸

Φ
)
、
デ

カ
ー

ル

へ
と

つ
づ

く

も

の
で
あ

る
。
次

の
資
料

か
ら

カ
ラ

ハ
リ
中

央
部

の
上

記

の

ル
ー

ト
沿

い
の
記
録

の
場
所

を

確

定

で
き

な

い
が
、

サ

ン

の
中

で
銃

の
利

用

も

み
ら

れ
た

の
が

わ

か
る
。

　

『私

た
ち
が
驚

い
た
こ
と
に
、

一
人
の
年
と

っ
た
ブ

ッ
シ

ュ
マ
ン
が
小
銃
を

か

つ
い
で
私

た
ち
の
キ

ャ
ン
プ
を
さ
ま
よ

っ
て
い
た
。
私
た
ち
は
、
非

常

に
多
く
の
弓
矢
を
見
て
き
た

の
で
、
人
々
の
中

で
の
文
明
の
あ
ら
わ
れ
は
不
吉

の
よ
う
に
思
え
た
。
彼
が
私
た
ち

に
説
明
す
る
所
で
は
、
そ
れ
は
う

ま
く
当
ら
な
い
リ
ー
メ
ト
フ
ォ
ー
ド

の
小
銃

で
あ

っ
た
。
彼
が
村

の
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
所
の
村
中

の
人
が
、
リ
ー
メ
ト
フ
ォ
ー
ド

に
依
存
し

て
い
た
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　　
　

し
か
し
、
何
日
も

の
間
、

そ
の
調
子
が
よ
く
な

か

っ
た
と
き
、
人
々
は
飢

え
て
い
た
と

い
う
』

[竃
諺
閑
身

H
露
Φ
"
Hω
心
山
ω
巴
。

　
次

に
、
ク
リ

フ

ォ
ー
ド

の
二
年
後

、
ヴ

ェ
ル
ナ

イ

と

ラ
ン
を
中

心

と
す

る

カ
ラ

ハ
リ
探

検

が

お
こ
な

わ

れ
た

[日
雷

ω
6
>
閑
　

一
九
三
〇
年
三
月

一
四
日
]
。

シ
カ

ゴ

の
フ

ィ
ー

ル
ド
博
物

館

の
ヴ

ェ
ル
ナ

イ

と
プ

レ
ト

リ

ア
の
ト

ラ

ン

ス
バ
ー

ル
博
物

館

の
ラ

ン
を
中

心

と
し

て
、
ク
リ

フ
ォ
ー

ド

隊

に
参
加

し

た
ビ

ー
チ

ン
グ

も
参

加

し

て
、

彼

ら

は
ク
リ

フ
ォ
ー

ド
隊

と

ほ
ぼ
同

じ

ル
ー

ト
を

と

お
り

カ
ラ

ハ
リ
を
縦

断

し

て

い
る
。
彼

ら

の
主

た
る
目

的

は
、

カ

ラ

ハ
リ

砂
漠

の
動

植
物

の
調
査

と
大

英
自

然
史

博

物
館

、

ト
ラ

ン

ス
バ
ー

ル
博
物

館
、

フ
ィ

ー

ル
ド

博
物

館

の
た

め

の

標

本
を

収
集

す

る

こ
と

に
あ

っ
た

胃

臣

G∩
↓
劣

　

一
九
三
〇
年
三
月

一
四
日
]
。

そ

の
隊

に
も
参

加

し
た

ビ

ー
チ

ン
グ

か
ら

マ
フ
ィ
ケ

ン

の
地

方

弁

務
官

へ
の

一
九
三

〇
年

五
月

三

日
付

の
手
紙

は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

　

『中
央

カ
ラ

ハ
リ
を
通

る
私

の
旅
行

で
、

コ
モ
デ
ィ

モ

(Ω
。
ヨ
。
岳
日
o
)
や

カ
オ

チ

ュ
エ

(国
Φ
○
薯

Φ
)

に
住

む
多

く

の
先
住

民

の
人

が

い
て
、

確

か

に
家

屋

税

(ゴ
旨

富
×
)
を
聞

い
た

こ
と

の
な

い
人

が
住

む

と
こ

ろ
も
あ

っ
た
。
彼

ら

は
、

王
室

直
属

領

(9

。
≦
昌
い
雪

α
ω
)
で
狩
猟

を
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す

る
た

め

に
、
モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
の
セ

ベ

レ
首

長

に
雇

わ
れ

て

い
る
人

々
で
あ

る
。
こ
れ

ら

の
人

々
に
よ

っ
て
集

め
ら

れ
る

ほ
と

ん
ど

す

べ
て

の
毛

皮

は
、
首

長

の
使
者

を

通
じ

て
首

長

に
持

っ
て

い
か
れ

る
。
彼

ら

が
私

に

い
う

こ
と

に
は
、
時

々
、
少

々

の

マ
リ

フ

ァ
ナ
、
犬
、

一
ポ

ン
ド
金
貨

を
受

け

取

る
こ
と

が
あ

る

と

い
う

。
先
住

民

は
、
自

分
た

ち

の
毛
皮

を
売

っ
た
り

、
税

を
支

払

う

こ
と
な

し

に
、
こ

れ
ら

の
状
態

で
働

く

の
は

不
公

平

で
あ

る
よ
う

に
私

に
は
思

え

た
』

[oり

8

＼
メ

閑
≧
≦
ω
〉
網

お

。゚
Φ
"
Φ
N
]
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

(9
)

　

こ

こ
で

マ
リ

フ

ァ
ナ
は
、

サ

ン
や

カ

ラ

ハ
リ

の
好

物

で
あ

る

こ
と
、

犬

は
小
動

物

を
対
象

に
し
た
狩

猟

に

つ
か

わ
れ

て

い
た
と
思

わ

れ
る
。

な

お
、
約

四
千

人

の

サ

ン
が

住

む
と

い
わ

れ

る
バ

マ
ワ
ト
・
リ

ザ

ー
ブ

内

に
も
税

を
支

払

っ
て

い
な

い
人
が

い
る

こ
と
が
記

さ

れ

て

い
る
[ω

ミ
＼

N
]
。

　

マ
フ
ィ

ケ

ン
の
地
方

弁
務

官

は
、
前

の
手

紙

に
対

し

て

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
の
地
方

行
政

官

に
、

一
九

三
〇

年
七

月

八
日

に
次

の
よ

う
な
手

紙

を

送

っ
て

い
る
。

　

『
私
は
、

ベ
ル
ナ
イ
と
ラ
ン
の
探
検

に
付
き
添

っ
た
ビ
ー
チ

ン
グ

か
ら
の
報
告

の

一
部
を
同
封
す
る
。
あ
な
た
が
、

こ
の
事

に
関
し

て
詳
細
な
報
告

を
し

て
く
れ
る
な
ら
ば
、
私

は
光
栄
で
す
。

　
ど
う
し
て
、
こ
れ
ら

の
人
々
は
、
税
を
支
払

っ
て
な

い
の
か
P
　
ど
の
よ
う
に
し

て
首
長

が
王
室
直
属
領

で
の
狩
猟
を
命
じ
た
り
許

し
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ら
に

つ
い
て
何

か
知

っ
て
い
ま
す
か
り
・』

[U
O
ζ
○
い

㎝
＼
H
ω
]
。

さ
ら
に
、
前
の
手
紙
に
対
し
て
地
方
行
政
官
か
ら
地
方
弁
務
官

へ
の
一
九
三
〇
年
八
月

一
四
日
付
の
手
紙
が
残

っ
て
い
る
。

　

『
マ
フ
ィ
ケ
ン
の
地
方
弁
務
官
様
、

一
九
三
〇
年
五
月
三
日
付

の
ヴ

ェ
ル
ナ
イ
と
ラ

ン
ら
に
よ
る
カ
ラ

ハ
リ
探
検

に
関

す
る
ビ
ー
チ
ン
グ

の
報
告
の

中

で
の
話
題

に
対
し

て
、
以
下

の
よ
う
に
報
告
し
ま
す
。

　
首
長
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
出
席

し
た

=
二
日

(水
曜
日
)
に
お
こ
な
わ
れ
た
会
議

の
席

で
、

マ
ル
テ

ィ
ナ
ス
セ
ボ

ニ

(§

ミ
ミ

・゚
留

魯§

凡)
と

い
う

税

の
徴

集

人

が
、

「
コ
モ
デ

ィ
モ

(O
o
ヨ
o
岳
日
o
)

と

カ

オ
チ

ュ

エ

(内
餌
o
け≦
Φ
)

に
住

む

す

べ

て

の
カ

ラ

ハ
リ

(曇

馨

ミ

)
が

、
税

の
登

録

を

受
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け

て

い
る
」
と
述

べ

て

い
る
。
そ
し

て
、
こ
れ

ら

の
人

々

に
よ

っ
て
獲

得

さ
れ

た

毛
皮

は
、
レ
タ

ケ

ン

(ト
ミ
ミ
譜
§
)
在

住

の
セ

ロ
イ
ウ

ェ
長

(げ
①
巴

ヨ
鋤
昌
)

に
手

渡

さ

れ
た

』

[U
O

竃

O
い

切
＼
H
ω
]
。

　

こ

の

こ
と

か
ら
、

コ
モ
デ

ィ

モ
と
カ

オ
チ

ュ

エ
の

カ
ラ

ハ
リ

の
人

々
が

税
を

毛
皮

の
形

で
お
さ

め

て

い
た

の
が

わ

か
る
が

、

サ

ン
が

税
を

支

払

っ
て

い
た
と

は
記
述

さ
れ

て

い
な

い
。

つ
ま
り

、

サ

ン
は

カ
ラ

ハ
リ

に
対

し

て
毛

皮

の
供
給

者

で
あ

っ
た

と
推
察

さ
れ

る
が
納

税
者

で
は
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

　

そ

の

一
方

で
、

地
方

行

政
官

は

一
九

二

八
年

二
月
九

日
付

で
バ

ク
ウ

ェ
ナ

の
首
長

の
セ

ベ

レ
ニ
世

に
次

の
よ
う

な
手

紙
を

送

っ
て

い
る
。

　

『数
週
間
で
約
三
十
～
四
十
人

の
カ
ラ

ハ
リ
の
人

々
が
、
毛
皮

を
販
売
す
る
た
め
に
レ
タ
ケ
ン
か
ら

モ
レ
ポ

ロ
ー
レ
に
や

っ
て
来

て
は
、
店
主
が
毎

日
毛
皮
に
対

す
る
現
金
を
支
払

っ
て
い
る

の
を
見

る
。
私
が
見
る
限
り

で
は
、
税

の
徴
集
人
は
こ
れ
ら

の
カ
ラ

ハ
リ

か
ら
税
を
集
め
よ
う
と
は
し

て
い

な
い
。
彼
ら
は
、
た
え
ず
現
地

の
店
主
か
ら
現
金
を
得

て
、
税
を
支
払
う

こ
と
な
し
に
す

べ
て
を
使

っ
て
し
ま
う

か
、

レ
タ
ケ
ン
に
持

っ
て
か
え
る
か

で
あ
る
。
私

は
、
以
前

に
あ
な
た
の
税

の
徴
収
人

に
、
彼
ら
の
多
く

か
ら
税
を
得
る
こ
と
は
単
純

で
容
易
で
あ
る
と
述

べ
た
。

カ
ラ

ハ
リ
砂
漠

の
中

に

毛
皮
を
購
入
す
る
商
人
が

い
な

い
の
で
、
彼
ら
は
モ
レ
ポ

ロ
ー

レ
に
や

っ
て
来
な
く
て
は
な
ら
な
い
』

ロ
)
O
言
○
い

α
＼
旨
]。

　

こ

の
こ
と

か
ら
、

レ
タ
ケ

ン

に
集

め
ら

れ
た
毛

皮

は
商

品

と
し

て
扱

わ

れ
て

い
る
が

、

そ

の
毛
皮

が

コ
モ
デ

ィ

モ
や

カ
オ
チ

ュ
エ
の
も

の
か

否

か
は

不
明

で
あ

る
。

し

か
し
以

上

の
こ

と

か
ら
当

時

の
植
民

地
政

府

が
各

地

に
税

の
徴
集

人

を

お
き
、

カ

ラ

ハ
リ

の
み

に
対

し

て
徴
税

シ
ス

テ

ム
を
敷

く

一
方

で
、

カ

ラ

ハ
リ
は

サ

ン
と

の
物

の
交
換

で
得

た
毛

皮

を
使

っ
て
税

を

お
さ
め

て

い
た

の
が
わ

か

る
。

　
第

三

の
探
検

は
、

ベ
チ

ュ
ア

ナ
ラ

ン
ド

の

ハ
ン
シ
ー
県

の
植

民
地

行

政
官

シ
ル
バ

ー

バ
ウ
ア

ー

に
よ

っ
て
な

さ

れ
た
。

こ

の
文
書

は
、

シ
ル

バ

ー

バ
ウ

ア
ー
が

一
九

五
九

年
九

月

二
〇

日
付

で

マ
フ
ィ
ケ

ン

の
地

方

弁
務

官

に
提
出

し

た
ブ

ッ
シ

ュ

マ
ン

・
サ

ー
ヴ

ェ
イ

の

レ
ポ

ー

ト
を

示

す
。
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『
カ
オ
チ

ュ
エ
パ
ン

"
八
月

一
七
日
か
ら
二
四
日
ま

で
の
カ
オ
チ

ュ
エ
パ
ン

へ
の
二
回
目
の
探
索
行
は
、
う
ま
く

い
っ
た
。
そ
こ
に
は
、

一
つ
の
小
さ
な

カ
ラ

ハ
リ
の
集
落
が
あ
る
。
人

々
は
ソ

ル
ガ
ム

(カ

フ
ィ
ー

ル
コ
ー
ン
)
と

い
う
作
物
を
育

て
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
旱
越
が
そ
れ
を
破
壊
し

た
。
彼
ら

の
ヤ
ギ
群

や
数
年
前
か
ら
い
た
数
群
の
牛

は
、
ラ
イ
オ

ン
の
攻
撃

と
旱
越

に
よ

っ
て
そ

の
多
く
は
死
ん
だ
。
そ
し
て
残
り
を
カ
ラ

ハ
リ

の
人
々

が
食

べ
た
。
け
れ
ど
も
、
彼

ら
の
も

っ
て

い
る
も

の
か
ら
判
断

す
る
と
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
現
在

か
な
り
よ
く
ブ

ッ
シ

ュ
マ
ン
と
の
交
易
を
し
て

い

る
。
彼
ら
は
、
タ

バ
コ
や
鉄

の
か
わ
り
に
、
毛
皮

を
求
め
て
い
る
。
彼
ら

の
利
益
は
大

き
い
が
、
ブ

ッ
シ

ュ
マ
ン
は
不
平
を
い

っ
て
い
な
い
』

[Q◎

α
O
ω

H
＼
N
]
。

　
以

上

の
こ

と
か
ら

も

カ
オ

チ

ュ
エ
パ

ン
に
お

い
て
、

カ

ラ

ハ
リ
中
央

部

の
カ
ラ

ハ
リ

と
サ

ン
を
結

ぶ
交
易

品

と
し

て
毛
皮

が
使

わ

れ

て

い
る

の
が

わ

か
る
。

そ

し

て
、

サ

ン
自
身

と
し

て
は

タ

バ

コ
や
鉄

製

品
を

求

め

て

い
た

の

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
毛
皮

が

、
前

章

で
述

べ
た

よ
う

に
商

人
を

通
し

て
外

国

に
輸
出

さ

れ

て

い
る
と
す

る

と
、

ア

フ
リ
カ

の
最

も
辺

境

の
地

に
住

む

サ

ン
社
会

で
す
ら

、
世

界
経

済

シ

ス
テ
ム

の

一
部

を

に
な

っ
て

い
た
と

い
う

こ
と

が

で
き

る
。

四
　

カ
ラ

ハ
リ
中
央
部
に
お
け
る
税
と
し
て
の
毛
皮

の
状
況
-

聞
き
取
り
資
料
の
分
析
か
ら

　
前

章

で
は
、

一
九
三

〇
年

の
カ
オ

チ

ュ
エ
や

コ
モ
デ

ィ

モ
な

ど

の
探
検

ル
ー

ト
沿

い

の
地
点

の
状
況

し

か
わ

か
ら

な

か

っ
た
。

そ

こ

で
、

カ

ラ

ハ
リ
中

央

部

の
カ
デ

、

カ
オ

チ

ュ
エ
、

タ
オ

ハ
、

キ

カ
オ
、

ト

ム
チ

ュ
ル
、

メ

ツ

ァ
マ
ノ
ー
、

モ
ラ
ポ

の
七
地

点

を
選
定

し

て
、

単

に
調
査

者

か
ら

見

て
老
人

と

い
う
意

味

の
古
老

か
ら

の
聞

き

と

り
を
通

し

て
、

税

と
し

て

の
毛

皮

の
実
際

や

そ

の
運

搬

ル
ー

ト
を

み

て
み

る
。

以

下
、

各

地
区

の
情

報
提

供
者

の
語

り

を
日
本

語

に
訳

し

て
提

示
す

る
。

1
　
カ
デ
の
事
例

　
A

(情
報
提
供
者
名
、
男
性
、
推
定
年
齢
八
〇
歳
、
グ

ウ
ィ
)
H
K

(植
民
地
化
以
前

に
さ
か

の
ぼ
る
カ
ラ

ハ
リ
の
チ
ー

フ
)
が
生
き

て
い
る
と
き
、

雨
季

に
大
量

の
バ
ッ
タ
が
く

る
。
人
々
は
バ
ッ
タ
を
食

べ
て
、

バ
ッ
タ
が

い
な
く
な

っ
た
同

一
の
年
の
雨
季

に
、
K
が
死
亡
す
る
。

バ
ッ
タ
は
、

四
月
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に
子
供
を

つ
く
り
、
冬
を
す
ご
し
、
夏

に
て
死
亡

す
る
。
K
が
死
亡
し
た
翌
年
か
ら
も
二
年

つ
づ
け
て
バ
ッ
タ
が
く

る
。
そ
の
後
、
大
量

の
バ
ッ
タ
は

一
度

も
来

て
い
な

い
。

バ
ッ
タ
は
、
ダ
ー
ナ
ウ

(カ
デ

か
ら
東

に
約

二
〇

キ
ロ
離
れ
た
K
の
滞
在
地
)
を
訪
れ
、
栽
培

ス
イ
カ
の

つ
る
を
採
食

す
る
。

人
々
は
木

の
棒
を
お
き
、
そ

の
ま
わ
り
の
草
地
を
火
で
燃
や
す
。
木
に
と
ま

っ
た
バ

ッ
タ
は
火

の
煙
に
さ
そ
わ
れ
て
、
火

の
中

に
落

ち
る
。

　
K
は
、
多
数
の
牛

を
ダ
ー
ナ
ウ
の
林

に
お
く
。
降
雨
が
あ
る
と
、
牛

は
テ
イ
ケ
イ
の
パ
ン
の
水
を
飲

む
。
そ
し
て
、

カ

エ
グ

イ
や

カ

エ
ツ

ァ
ゴ
イ

へ

も
行

く
。
ま
た
降
雨

が
な

い
と
、

モ
レ
ポ

ロ
ー

レ
近
く

で
井
戸

の
あ
る
レ
タ
ケ

ン

へ
運

ぶ
が
、
牛
が
野
生

ス
イ
カ
を
利
用
で
き
る
の
な
ら
、
そ
の
必
要

は
な

い
。
私
と
M
が
、
K

の
牛
飼
養

の
世
話
を
し
て

い
た
。
多
数
の
牛

で
あ
る
た
め
に
、
そ

の
頭
数

は
わ

か
ら
な

い
。
T
O
が
、
毎
朝
、
牛
の
搾
乳
を

し
て
、
そ
れ
を
皮
製

の
ミ
ル
ク
入
れ
に
入
れ
る
。
そ
の
他

に
羊
や
ヤ
ギ
も

い
て
、
羊
は
牛
と
同
様
に
ダ

ー
ナ
ウ
の
中
心

キ
ャ
ン
プ
に
お
き
、
ヤ
ギ

は
分

散
し
て
飼
育
す
る
。
当
時
、

ロ
バ
は
い
な

か

っ
た
。

K
は
、
牛
車
を
も

ち
、
六
頭
の
牛

で
そ
れ
が
引

か
れ
て
い
た
。

　
K
の
命
令
で
、
T

(K
の
子
供
)
が
、
ヒ

ョ
ウ
、
キ

ツ
ネ
、
ジ

ャ
ッ
カ

ル
な
ど
の
毛
皮
を
税

"
カ

エ
キ

ョ
"
(い
①
評
σq
Φαq
o
)
と
し
て
レ
タ
ケ
ン

へ
運
搬

し
て
い
た
。
T
や
C
な
ど
が
、
犬
猟
を

つ
か
い
、
キ
ツ
ネ
や
ジ

ャ
ッ
カ
ル
の
毛
皮
を
獲
得
し

て
、
ヒ

ョ
ウ
は
、
銃
を

つ
か
う
罠
猟
で
と

っ
て

い
た
。
毛

皮
は
十
人
ぐ
ら

い
の
グ

ウ
ィ
や
ガ
ナ
の
男
性
が
雨
季
に
約
十
枚

の
毛
皮
を
背
負

っ
て
、

レ
タ
ケ

ン
在
住

の
コ
シ
カ

マ
の
所

へ
運
ぶ
。
ま
た
グ
ウ
ィ
の
G

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
(10
)

や
H
は
、
カ
デ
の
C
の
所

へ
訪
れ
る
。
彼
ら
は

ス
テ
ィ
ー
ン
ボ

ッ
ク
の
毛
皮

の
か
わ
り
に
タ

バ
コ
を
入
手
す
る
。
カ
デ

か
ら

レ
タ
ケ
ン
ま
で
の
毛
皮

の

運
搬
路
は
、
カ
オ
チ

ュ
エ
は
通
ら
ず

ト
ム
チ

ュ
ル
、

コ
ウ
、

モ
ナ
ツ

ェ
を
経
由
し
た
も
の
だ
。
こ
れ
に
は
、
ダ

チ

ョ
ウ
の
卵
の
水
入
れ
を
も
ち
、

一
週

間
は
か
か
る
。
時
に
は
K
の
ヤ
ギ
を
追

っ
て
い
っ
て
、

レ
タ
ケ

ン
で
売

っ
た

こ
と
が
あ
る
。
そ

の
代
金

で
牛
や
牛
車
を
買
う
。
途
中

の
道

で
ヤ
ギ
が
死

亡
し
て
も
、

レ
タ
ケ
ン
在
住

の
コ
シ
カ

マ
は
K
を
よ
く
知

る
の
で
、
ヤ
ギ
を
加
え
て
く
れ
た
と

い
う
。

　

以
上

の
事
実

か
ら
、

カ
デ

の
チ
ー

フ
の
K
が
税

と
し

て

の
毛
皮

を
集

め

て

レ
タ
ケ

ン

の
知

人

で
あ

る

コ
シ

カ

マ
の
所

へ
運

ん

で

い
る

の
が

わ

か

る
。

し

か
し
、

コ
シ
カ

マ
と
前

章

の
文
献

で
確

認

し

た

レ
タ

ケ

ン
在

住

の

セ

ロ
イ

ウ

ェ
と

の
関

係

は
明

ら

か

に
な

っ
て

い
な

い
。

そ

の
際

に

サ

ン
は

、
タ

バ

コ
を
求

め

る
か

わ
り

に
毛
皮

を

K

に
供
給

し

た
り
、

毛

皮

の
運
搬

の
際

に
労

働
力

と

し

て

つ
か
わ

れ

て
い
る
。

ま

た
彼

ら
は
、

K

が
所
有

す

る
牛

や
羊

や

ヤ
ギ

な
ど

の
家
畜

飼
養

の
手
伝

い
を
し

て
い
る
。

さ

ら

に
彼

ら

は
、

犬
を
使

う

猟

や
銃

を
使
う

罠
猟

を
実

施

し

て

い

る
点

に
注
目

し

て
よ

い

で
あ

ろ

う
。

こ
れ

ら

の
事

実

は
、

大

量

の
バ

ッ
タ

の
訪
問

年

に
K

が
死

亡
し

て

い
る

こ
と

か
ら
、

一
九

三
〇

年
頃

に
み

ら

れ
た

も

の
と
推

察

さ
れ

る

[の

。゚
Hω
＼
ω
]
。
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2
　

カ

オ

チ

ュ
エ

の
事

例

　

　
H

(男

性

、
推

定

年

齢

八

〇
歳

、

カ

ラ

ハ
リ

)
"
私

は
、

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
在

住

の
首

長

キ

ャ
ー

レ
ボ

ー

ハ
に
ラ

イ

オ

ン
、

ヒ

ョ
ウ
、

ジ

ャ

ッ
カ

ル
、

キ

　
ツ

ネ
、

ス
プ

リ

ン
グ

ボ

ッ
ク

の
毛

皮

な

ど

で
税

を
支

払

っ
て

い
た
。

そ

の
昔

は

そ

の

み

か
え

り

に
、

タ

バ

コ
や

マ
リ

フ

ァ
ナ

や
鉄

製

の
罠
、

小

銃

弾

を

　
入
手

し

た

こ
と

が

あ

る
。

ま

た

父

の

P
は

、

チ

ョ
ゲ

ナ

(雌

)
、

パ

ー

チ

ョ
ナ

(雌

)
、

ツ

ェ
ー
タ

(雄

)
、

タ

バ
ネ

(雌

)

の
四
匹

の
犬

を

モ

レ
ポ

ロ
ー

　

レ
在

住

の
キ

ャ
ー

レ
ボ

ー

ハ
か

ら
も

ら

っ
た

こ

と
が

あ

る

。
そ

し

て
、

犬

猟

で

キ

ツ
ネ

、
ジ

ャ

ッ
カ

ル
、
ジ

ェ
ネ

ッ
ト

、

ワ
イ

ル
ド

キ

ャ

ッ
ト
を

と

り

、

そ

の
毛

皮

を

キ

ャ

ー

レ
ボ

ー

ハ

へ
持

っ
て

い
く
。
私

は
、

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ

へ
行

き

、
キ

ャ
ー

レ
ボ

ー

ハ
の
家

の
近

く

に
寝

た

こ

と
が

あ

る

。
そ

こ

で
は

、

　

マ

コ
ナ

チ

ョ
ー

テ
、

ト

メ

ロ
ー
、

ビ

リ

モ
の
家

に

て
、

ス
イ

カ

や
豆

の
種

を

買

う
。

自

分

が

若

い
時

に
税

の
徴

収

が

あ

っ
た

が
、

成

長

し

た
後

に
そ

れ

　
が

な
く

な

っ
た
。

　

　
E

(男

性

、
推
定

年

齢

六

〇

歳
、
グ

ウ

ィ
)
"
H

や

U

や

M
が

、

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
の

セ

ベ

レ
の
所

へ
行

き
、
税

の
た

め

に
毛

皮

を

持

っ
て

い
く

。
当

時

、

私

た
ち

に
は

ロ
バ
が

な

か

っ
た

の

で
、

毛
皮

は
背

負

っ
て

運
ば

れ

る
。

　

以

上

の
事
実

か
ら
、

カ

オ
チ

ュ
エ
の
カ

ラ

ハ
リ
と

モ
レ
ポ

ロ
ー

レ

の
首

長

キ

ャ
ー

レ
ボ

ー

ハ

(}(
①〇
一①
げ
O
簡四
①
)
と

の
あ

い
だ

に
毛

皮

に
よ

る
納

税

が

実
施

さ

れ

る
前

に
朝

貢
関

係

が
あ

っ
た

こ

と
が
う

か
が
え

る
。
キ

ャ
ー

レ
ボ

ー

ハ
は
、
一
九

=

年

か
ら

一
九

一
七
年

に

か
け

て
バ
ク

ウ

ェ

ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

の
首

長

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

[ω
目
い
男

網

H
Φ認

二

目
出
、
上

記

の
関
係

は

そ

の
頃

の
こ

と
で
あ

る

と
推
定

さ

れ
る
。

し

か
し
、

そ

の
後

は

カ
デ

の
事
例

と

同
様

に
税

を

お
さ

め
る

よ
う

に
な

っ
て

い

っ
た
。

ま

た
、

こ

の
場
所

に
お

い
て
も
首

長

に
提
供

す

る
た

め

の
小

動
物

の

毛

皮

を
獲

得

す

る
た
め

の
犬

猟

の
重
要

性
を

指
摘

す

る

こ
と
が

で

き
る
。

3

　

タ

オ

ハ

の
事

例

　

H

(男

性

、

推
定

年

齢

七

五
歳

、

グ

ウ

ィ
)
"
私

の

カ

ラ

ハ
リ

は

G

で
あ

る
。

G

の

父

の
0

は
、

チ

ー

フ

で
あ

っ
た
。

彼

は

タ

オ

ハ
に
長

く
住

み
、

税

を
作

る
。

ス
テ

ィ

ー

ン
ボ

ッ
ク
、

ダ

イ

カ
ー

、

ヒ

ョ
ウ
、

チ

ー

タ

ー
、

キ

ツ
ネ

、

ワ

イ

ル
ド

キ

ャ
ッ

ト

の
毛
皮

を

税

に
し

て

ロ
バ

で

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ

へ

運

ぶ
。

ヒ

ョ
ウ

は
、

銃

を

使

う

罠

で

と
ら

れ

る

。
私

は
、

タ

オ

ハ
の
近

く

の

コ
ヤ

チ

か
ら

、

毛
皮

を
背

に
も

ち
、

タ
オ

ハ

へ
運

ぶ
。

早

朝

に

コ
ヤ
チ

を

出

発

し

て

一
泊

し

て
、

翌

朝

の
九
時

ご

ろ

に
着

く
。

G
も

タ

オ

ハ
に
住

み
、

私

よ

り
年

上

で
あ

る
。

鉄

鍋

を

持

っ
て

い
な

い
の

で
缶

を

使

う

か
、

G

の
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鉄
鍋
を
借
り
る
。

そ
の
後
、
そ
れ
を
も
ら
う
。

　
N
(男
性
、
推
定
年
齢
七
〇
歳
、
グ
ウ

ィ
)
"
税

の
た
め

の
毛
皮
を
ま
と
め
て
0

へ
運

ぶ
。
0
が
死
亡
し
た
後
、
息
子

の
G
に
も
税

の
た
め
の
毛
皮
を

ま
と
め
る
が
、
彼
が
死
亡
し
て
徴
税
が
な
く
な
る
。
昔
か
ら

コ
ヤ
チ

に
て
、

ス
イ
カ
や
豆
を
作
る
。
ヤ
ギ
や
羊

は
、
0

の
所
有
し
た
も

の
の
み
で
あ

っ

た
。
私
は
、
0
の
ヤ
ギ

の
世
話
を
し
て
そ

の
ヤ
ギ

の
ミ
ル
ク
を
利

用
す

る
た
め
に
、
小
さ
い
ミ
ル
ク
入
れ
を
作
る
。
そ
の
仕
事

に
対
し
て
0
は
、

一
～

二

頭
の
ヤ
ギ
を
支
払

っ
て
く
れ
た
。
私

は
、

コ
ヤ
チ
か
ら

モ
ナ
ツ

ェ
の
H

の
所

ヘ
タ
バ

コ
を
買

い
に
い

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
キ
カ
オ

へ
行

き
、

ス

テ
ィ
ー
ン
ボ

ッ
ク
の
皮
と
交
換
で
タ
バ

コ
を
入
手

し
た
こ
と
が
あ
る
。
G

と
K
が
、
モ
ラ
ポ
か
ら
タ
オ

ハ
の
0
の
所

へ
訪
れ
、

ヤ
ギ
を
購
入
し
た
こ
と

が
あ

る
。

　
以

上

の
事
実

か
ら
、

タ
オ

ハ
に
お

い

て
も
納
税

の
た

め

の
毛

皮
が

集

め
ら

れ
、

ロ
バ
を
使

っ
て

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
に
運

ば

れ

て

い
る
。

そ

の
際

に
、

毛
皮

の
提

供
者

と
し

て

コ
ヤ
チ

に
住

む

サ

ン

(グ

ウ

ィ
)

が
関

与

す

る
。

ま
た
、

サ

ン
は
、

カ
デ

の
事

例

と
類
似

し

て

カ
ラ

ハ
リ
所

有

の

ヤ
ギ

を
飼

養

す
る

こ

と
を
通

し

て
カ

ラ

ハ
リ
と

の
結

合
関

係
を

も

ち
、

そ

の
み

か
え

り

に
ヤ
ギ

を
入
手

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

4
　

キ
カ

オ

の
事

例

　

M

(男
性
、
推
定
年
齢
六
〇
歳
、
カ
ラ

ハ
リ
)
"
父

の
ブ

イ
カ

ニ
ョ
は
、

キ

ャ
ー
レ
ボ
ー

ハ
や
セ
ベ
レ
に
毛
皮

で
税

(カ

エ
キ

ョ
)
を
支
払

っ
て

い
た
。

5
　

ト

ム
チ

ュ
ル

の
事

例

　
　
U

(男
性
、
推
定
年
齢
七
五
歳
、
ガ
ナ
)
"
父

の
レ
コ
ワ
と
S
は
、
税

と
し
て
ヒ
ョ
ウ
、
ジ

ャ
ッ
カ

ル
、

キ
ツ
ネ
、
ス
テ
ィ
ー

ン
ボ

ッ
ク
の
毛
皮
を

コ

ウ
経
由

で
レ
タ
ケ

ン
の

コ
シ
カ

マ

へ
運

ん
だ
。
私
が
子
供

の
時

に
、
そ
れ
を
見

て
い
る
。

6
　

メ

ツ

ァ

マ
ノ

ー

の
事

例

　

M

(男
性

、
推

定
年

齢

八
〇

歳

、
カ

ラ

ハ
リ

)
"
父

親

の

モ
ザ

ン
ポ

が

、
キ

ッ

ネ
、
ジ

ャ

ッ
カ

ル
、
ヒ

ョ
ウ

、
ジ

ェ
ネ

ッ
ト
な

ど

の
毛
皮

を

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ

へ
運
び

税

を

つ
く

る
。

自

分

の
代

の

と

き
も

税

を

つ
く

る
が

、

そ

の
後

な
く

な

る

。
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7
　

モ

ラ

ポ

の

事

例

　

m

(男
性

、
推

定

年

齢

七

〇
歳

、

ガ

ナ

)
"
カ

イ

ニ
ョ

ン
、

ゴ

ン

ゴ

ル
、

ゼ

ラ

ム

コ
な

ど

は

、

ヒ

ョ
ウ
、

キ

ツ

ネ
、

ジ

ャ

ッ
カ

ル
な

ど

の
毛
皮

を

ラ

コ
ッ
プ

ス

へ
持

っ
て

い
く

。

そ

こ

に
は

、

モ
セ

イ

　
ニ
ャ
ネ

と

い
う
名

の
チ

ー

フ
が

い

て
、

そ

れ

ら

を

マ
ウ

ン

へ
運

ん

で

い
た
。

　

以
上

の
七
地
点

の
事
例

か
ら

、
カ

ラ

ハ
リ

中
央

部

に

お

い
て
カ

ラ

ハ
リ

と

サ

ン
の
間

の
個

人
的

な
関

係
を

媒
介

と

し

て
、
毛

皮

が

集

散

す

る

ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク

が
広

が

っ
て

い
た

と

み
な

す

こ
と

が

で
き

る

(図
3
)
。
具
体

的

に
は
、
カ
デ

、
カ
オ
チ

ュ
エ
、
タ
オ

ハ
、

キ
カ

オ
、
ト

ム
チ

ュ
ル
、
メ

ツ

ァ

マ
ノ
ー

の
六

ヶ
所

で
毛
皮

が
集

め
ら

れ

て
、
タ

オ

ハ
か
ら

レ
タ

ケ

ン

へ
、
そ
れ

以
外

の
所

か
ら

は

コ
ウ
を
経

由

し

て

レ
タ

ケ

ン

へ
運
ば

れ

た
後

に
、
モ

レ
ポ

ロ
ー

レ

に
到
達

し

て

い
る
。
ま

た
、

モ
ラ
ポ

の
事
例

の
み
は

、
ラ

コ
ッ
プ

ス
経
由

で

マ
ウ

ン

へ
運
ば

れ

て

い
る
。
そ
し

て
、
毛
皮

が

税

と
し

て
運
ば

れ

た
年

代

は
、
一
九

一
〇

年

か
ら

一
九

三
〇

年
頃

に
当

た

る
と
推

定

さ
れ

る
が

、
K
や

G

の
カ

ラ

ハ
リ

の
チ

ー

フ
が
死
亡

し

た
後

に
は

、
こ
れ

ら

の
徴

税

シ

ス
テ

ム
が
く

ず

れ

て

い
る
こ

と
を

指

摘

で
き

る
。

つ
ま

り

こ
の

シ

ス
テ
ム

は
、
王
室

直

属
領

に
指

定

さ
れ

た

カ
ラ

ハ
リ
中

央
部

に
お

い
て

は
、
ベ
チ

ュ
ア
ナ

ラ

ン
ド
保

ボ一フモ
トムチュル

カデ,

サ ン

カラハ リ

メッァマノーカオチェェ

コウ

キカオ1タオハ
コヤチ

レタケン

モレポローレ

図3　 ベチュアナラ ン ドの カ ラハ リ中 央 部 に お け る毛皮 を め ぐる エス ノネ ッ トワー ク の構 造

　 　 　● 　集 落=カ ラハ リとサ ン(ガ ナ ・グ ウ ィ)と の 結 合 関係

(注)　 モ レ ポロ ー レに は、 バ クウ ェナ の 首 長や イギ リス 人の 地 方行 政 官 が滞 在 す る。
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護
領
の
前
半
期
の
み
み
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

五
　
植

民
地
経
済
と
王
室
直
属
領
で
の
サ

ン
と
カ
ラ

ハ
リ
と

の
関
係

　
第

二
章

で
述

べ
た
よ

う

に

ベ
チ

ュ
ア
ナ

ラ

ン
ド

の
植

民
地
経

済

に

お

い
て
、
牛

と
毛

皮

は
最

も
重
要

な
輸

出
産

品

で
あ

っ
た
。
主

た

る
牛

は
、

ア

フ
リ

カ
ー

ナ

ー
が
経

営

す
る
北

西
部

の

ハ
ン
シ

ー
や
デ

カ
ー

ル
農

場
地

帯

に
お

い
て
生

産

さ
れ
南

東
部

の

ロ
バ
ツ

ェ
で
屠
殺

さ

れ
、

カ

ラ

ハ

リ
砂

漠

で
獲
得

さ

れ
た

毛
皮

は

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
で
加

工

さ
れ

て

い
る
。
本

稿

で
は
、
後

者

の
点

に
注

目
し

て
、

カ

ラ

ハ
リ
と

バ

ク
ウ

ェ
ナ
と

の

朝
貢

関
係

が
徴

税
関

係

に
再

編
成

さ

れ

て

い
る
こ

と
を

明
ら

か

に
し

た
。

　

一
九

二
九
年

の
ク

ウ

ェ
ネ

ン
県

の
輸

出

品

で
は
、
獣

皮

や

そ

の
加

工
品

が
大

部

分
を
占

め
る
。
原

料

の
毛
皮

は
、
ブ

ッ

シ

ュ
か

ら
供
給

さ
れ
、

そ

の
加

工
は

県
都

モ
レ
ポ

ロ
ー
レ

で
五
百
～

六

百
人

の
毛

皮
加

工

人

に
よ

っ
て
お

こ
な
わ

れ

た
。

そ

の
ブ

ッ
シ

ュ
と
は
、

リ
ザ

ー
ブ

外

の
王

室

直
属

領
内

の
カ
デ

、

カ
オ

チ

ュ
エ
、

タ

オ

ハ
、

キ

カ
オ

、

ト
ム
チ

ュ
ル
、

メ

ツ

ァ

マ
ノ

ー
な
ど

の
地

点
を

含

ん

で

い
る
と
推
察

さ
れ

る
。

こ
れ

ら

の
毛
皮

は
、

レ
タ

ケ

ン
の
チ

ー

フ
を
経

由
し

て

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
に
到

達

し

て

い
る
。

　

ベ
チ

ュ
ア
ナ

ラ

ン
ド

の
時

代

に

お

い
て
も
、

バ

ク
ウ

ェ
ナ
首

長

国

の
時
代

に
み
ら

れ
た

カ

ラ

ハ
リ

中
央

部

の
人

々
と
首

長

と

の
関
係

は
部

分

的

に
続

い
て

い
る
。
彼

ら

の
な

か

に
は
、
納

税

の
た
め

に
毛
皮

を

持

っ
て

い
く

か

わ
り

に
、
時

々
首

長

か
ら

マ
リ

フ
ァ
ナ
、

犬
、

金
貨

な
ど

を

受

け

と

っ
て

い
る
人

が

い
る
。

そ
し

て
地

方
行

政
官

は
、

バ
ク

ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

外

の
王
室

直
属

領

に
対

す

る
首

長

の
力

を

た
え
ず

警
戒

し

て

い
る
よ
う

に
思

え

る
。

つ
ま

り
、

バ

ク
ウ

ェ
ナ
首

長

国
以

来

の
伝
統

的

な
首

長

と
人

々
と

の
関
係

を

わ
ず

か

に
残

し

な
が

ら
、

イ
ギ

リ

ス
保

護

領
下

の
徴

税

シ

ス
テ

ム
に
再
編

成

さ

れ

て

い
る
。

　

王
室

直
属

領
内

の
カ

オ
チ

ュ
エ
の
事
例

で
は
、

一
九

三

〇
年

の
ヴ

ェ
ル
ナ

イ
と

ラ

ン
の
記

録

に
よ
り

、
毛

皮

は
税

と
し

て

み
な
さ

れ
た
。

一

九

五
九
年

の

シ
ル

バ
ー

バ
ウ

ア
ー

の
報
告

で
は
、
税

と
し

て
毛
皮

を

み
な

す
記

述

は
な

く
商

品
と

し

て
毛
皮

が
扱

わ

れ

て

い
た
。

し

か
し
、

こ

こ

の
人

々
が

こ
の
よ

う
な

地
域

シ
ス
テ

ム
を
認

知

し

て

い
た

の
か
否

か

は
、

は
な

は
だ
疑

問

で
あ

る
。

サ

ン
か

ら

み
れ
ば
、

タ

バ

コ
や
鉄
製

品

を

入
手

す

る
た

め

の
代
価

と

し

て
毛

皮

を

つ
か
う

程
度

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

し

か
し

こ
の

こ
と
が

、

サ

ン
社

会

に
鉄
製

品

や

ヤ
ギ
や

犬
を

も

た

ら
し
、

サ

ン

の
物

質

文
化

や
生

計
活

動

の
変
容

を

余
儀

な

く
さ

れ

た
と

い

っ
て
よ

い
。

ま
た

た

い
て

い

の
サ

ン
に
は

タ
オ

ハ
の
事

例

の
よ
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う

に

「
私

の

カ
ラ

ハ
リ
」

と

い
う

人
物

が

い
て

カ
ラ

ハ
リ

と

の
関

係

を
持

っ
て

い
た

こ
と

で
、
サ

ン
が
銃

を
利

用

で

き
た

り
カ

ラ

ハ
リ

の
ヤ
ギ

や
牛

を
飼
養

し

て

い
た

の

で
あ

る
。

　

一
年

を

と

お
し

て

の
地

表
水

の
な

い
カ

ラ

ハ
リ

砂
漠

で
は
、

降
雨

の
年

変
動

に
よ

っ
て
、
食

料

源

の

一
つ
野
生

ス
イ
カ

の
収
量

は
異

な

っ
て

く

る
の

で
、
カ

ラ

ハ
リ
や

サ

ン
は
移

動
を

く

り
返

す

こ
と
が

知

ら
れ

て

い
る

[池
谷
　

一
九
九
六
b
]
。

し
か

し
、
各
地

点

の
チ

ー

フ
は
、
年

じ

ゅ

う
定
住

生

活

を
送

っ
て

い
る
こ

と
が
多

い
と

い
う
。

こ
れ

は
、

地
表

水

の
な

い
乾

季

に
は

野
生

ス
イ

カ
や
栽

培

ス
イ

カ
を
貯

蓄

し

て
、
そ

れ
を

水

源

に
も

し

て

い
る
も

の
と
考

え

て

い
る

[同
上
]。

そ
し

て
、
バ

ク
ウ

ェ
ナ
首

長
国

の
と
き

に
作

ら
れ

た

と
推

察

さ

れ
る
各

地
点

の
チ

ー

フ
は
、

各

々

の
サ

ン

の
集
団

の
平
均

的

人

口
数

よ

り

ほ
ぼ

二
百

人
以

内

の
サ

ン
と

よ

り
密

接

な
関

係

を
持

つ
と
推

察

さ

れ

る
。

つ
ま

り

カ

ラ

ハ
リ

の

チ

ー

フ
が

首
長

に
朝

貢

を
し

て
、

そ

の
か

わ
り

に

マ
リ

フ

ァ
ナ

、
犬

、
小

銃
弾

、
鉄

製

の
罠

を
受

け
取

っ
て

い
る
時
代

か
ら
、

カ

ラ

ハ
リ

が
地

方

行

政
官

の
代

役

を
し

て

バ
ク

ウ

ェ
ナ

の
首

長

に
毛
皮

で
税
を

納

め
る
時

代

に
変

わ

っ
て

い

っ
た
。

そ

の
変

化

に
と

も
な

い
、

カ

ラ

ハ
リ

中
央

部

に
お

け
る
毛

皮

の
流

通

ル
ー

ト
が
再

編
成

さ

れ

て
き
た

。

ま
た
、

一
九
五

〇
年
代

の
カ

オ
チ

ュ

エ
で
は
、

商
人

が

カ

ラ

ハ
リ

の
村

に
来

て
毛

皮

を

買

い
求

め

る
形

も

み
ら

れ

た
。

　

以

上

の
よ

う

に
、
徴
税

の
た
め

に
毛
皮

を
供

給

す

る
必
要

が
あ

っ
た

た
め
、
カ
ラ

ハ
リ
中

央
部

の
狩
猟

は
生
存

の
た

め
と
同
時

に
、
"
強

制

さ

れ

た
狩

猟
"

で
あ

っ
た
と
考

え

ら
れ

る
。

ま
た

毛
皮

と

し

て
価

値

の
あ

っ
た
狩
猟

対
象

か
ら
当
時

の
猟

法

を
推
定

す

る

と
、

ヒ

ョ
ウ
や

ラ
イ

オ

ン
は
銃

を
使

う
罠

の
利

用
、

キ
ツ
ネ

や
ジ

ャ
ッ
カ

ル
は
犬

猟

や
罠

猟
、

そ

し

て
ス

テ
ィ
ー

ン
ボ

ッ
ク

は
罠
猟

と

な

る
で
あ

ろ
う

。

と
り

わ
け
、

モ

レ
ポ

ロ
ー

レ
で
外
套

を

生
産

す

る
た

め

に
は
ジ

ャ
ッ
カ

ル
の
毛
皮

が

不
可

欠

で
あ

り
、

そ
れ

を
獲

得
す

る
た

め

の
鉄
製

の
罠

を
使

う
猟

と

犬

猟

の
重
要

性

が
増

し

て
き

た

と
思
わ

れ

る
。

　

そ

の

一
方

で
、

バ

マ
ワ
ト
、

カ

ラ

ハ
リ
、

サ

ン
の
三

つ
の
民
族

構
成

か
ら
な

る

バ

マ
ワ
ト

・
リ
ザ

ー
ブ

の
事

例
を

み

て

み
る
。

一
九

三
六
年

に
調
査

し

た
ジ

ョ
イ

ス

(日
゜
ぐ
『
°
}
O
網
O
国
)

の
報

告

か
ら
引

用

す

る
。
牛

、
羊

、

ヤ
ギ
、

ロ
バ
を
持

つ
サ

ン
は
、

容
貌

も
普

通

の
サ

ン
と

は
異

な

り
、
彼

ら

の
祖

先

の

い
く
人

か
は

カ

ラ

ハ
リ

で
あ

る

[u
O

ω

α
＼
扇

]

昌
。

こ

の
地

域

で
も
、
ダ

チ

ョ
ウ

の
羽
や

野
生

動
物

の
毛

皮

の
形

で
、
貢

物

を

マ
ス
タ
ー

に
支
払

う

一
方

で
、
時

々

マ
ス
タ
ー

は
狩

猟

の
た

め

の
銃

や

犬
を

彼
ら

に
与

え

て

い
た
[U
O

ω

α
＼
嵩

"
N
O
]。
ま
た
数

人

の
サ

ン

は
、
毛

皮

の
形

で
税

を
支

払
う

。
例

え
ば

一
九

三

五
年

に
、

マ
ス
タ

ー

は
二
十
枚

の
毛
皮

を
与

え
ら

れ

た

[U
O

ω

㎝〉
出
。
税

の
内

容

と
し

て
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は
、

一
枚

の
ヒ

ョ
ウ

の
毛

皮

(ニ
ポ

ン
ド
)
に
、

三
枚

の
ジ

ャ

ッ
カ

ル

の
毛
皮

を
加

え

た
も

の
も

あ

る

[U
O

ω

α
＼
H
『

8
]
。

　

さ
ら

に

バ
ク
ウ

ェ
ナ

・
リ
ザ

ー
ブ

(
ク
ウ

ェ
ネ
ン
県
)
西

部

の
地
域

社
会

で
は
、

サ

ン
と

バ
ン

ツ
ー
系

農
牧

民

と

の
関

係

は
、
毛

皮
交

易

を
媒

介

と
し

た
互
酬

的

な
関
係

が
結

ば

れ

て

い
た
時
期

、

サ

ン
が
牧
童

と
し

て
農
場

に
取
り

込
ま

れ

て

い

っ
た
時

期
、

出
稼

ぎ

が
始

ま
り
農

場

に
隣

接

し
た
集

落
を

超

え

て
僻

遠

に
居
住

す

る

サ

ン
ま

で
農

場

の
労

働
力

と

し

て
巻

き

込
ま

れ

て

い

っ
た
時

期

の
三

つ
の
段

階

を
経

て
変
化

し

て
き

た

[ω
○
い
芝
滝

乾

u
ピ
田

H
㊤8
]
。
彼

ら

の
社

会

は
、

バ

ン
ツ

ー
系

の
人

々

に
雇

用

さ

れ
経

済

的

に
深

く
農
場

に
依

存

し

て
い

る
集

団

と
、
相

変

ら
ず

砂
漠

に
居

住

し
な

が
ら

野
生

の
動
植

物

を
食

べ
、

毛
皮

交

易

に
従
事

す

る
集

団

に
二
分

さ

れ
る
。
農

場

の
サ

ン
は
家
畜

の
乳

と
肉

を
提

供

し
、

ブ

ッ
シ

ュ
の
サ

ン
は
野
生

動
物

の
肉

と
食

用
植
物

を

提
供

す

る
よ
う

に
、

二

つ
の
集

団

は
、

互

い

の
収

穫
物

を
分

か
ち
合
う

補
完

的

な
関

係
を

取

り
結

ん

で

い
る
。

こ
の

よ
う
な

西

ク

ゥ

エ
ネ

ン
グ

の
な

か
で
完
結

し

て

い
た
経

済

は
、

一
九

六
〇
年

代

に
な

る
と
、

鉱
山

労
働

な

ど
牛

追

い
以
外

の
賃

労
働

の
機

会

が
増
加

し

て
、

出
稼

ぎ

に
行

く
者

が
増

え

て

い

っ
た

。
人
手

が

足
り

な
く

な

っ
た
農

場

は
僻
遠

の
集

落

か
ら

も
労

働
力

を
求

め

る
よ

う

に
な

っ
た
。

こ

の
結
果

、

西
ク

ゥ

エ
ネ

ン
グ

に
は
出

身
地

を

別

に
す

る
サ

ン
か

ら
成

る
混
成

の
集

落

の
出
現

を

見

る
こ
と

に
な

っ
た
。

以
上

の
よ

う

に
、

ベ
チ

ュ
ア

ナ
ラ

ン
ド

の

ハ
ン
シ
ー
県

の
王
室
直

属

領
だ

け

で
な
く

、

バ

マ
ワ
ト

・
リ
ザ

ー
ブ

や

バ

ク
ウ

ェ
ナ

・

リ
ザ

ー
ブ

西
部

の
サ

ン
社

会

は
、

孤
立

し

た
静
態

的

な
も

の

で
は
な

く
町

や
農

場

な
ど

の
定
住

社

会

と

の
関

与
を

無
視

で
き
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

六
　

結
論
ー

サ
ン
論
争
を
解
決
す
る
た
め
の
社
会
史
復
元
の
意
義

　
本
稿
は
、
「伝
統
主
義
者
」
と

「修
正
主
義
者
」
の
論
争
に
欠
け
て
い
た
視
点
を
提
示
し
、
行
政
文
書
と
聞
き
取
り
か
ら
、
当
時
の
社
会
史
を

構
築
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
社
会
史
の
復
元
は
、
冒
頭
に
述
べ
た

「伝
統
主
義
者
」
と

「修
正
主
義
者
」
と
の
論
争

を
め
ぐ
る
二
つ
の
問
題
点
を
克
服
す
る
上
で
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
第

一
点
は
、
カ
ラ
ハ
リ
中
央
部
を
対
象
に
し
て

「修
正
主
義
者
」

の
立
場
か
ら
検
討
さ
れ
た
。
第
二
点
は
、
文
化
接
触
の
性
質
が
猟
法
や
物
質
文
化
の
変
化
ま
で
掘
り
下
げ
ら
れ
た
。

　
従
来
の
研
究
で
は
、
「伝
統
主
義
者
」
の
見
方
か
ら
、

一
九
五
〇
年
代
や

一
九
六
〇
年
代
の
サ
ン
は
弓
矢
猟
を
得
意
と
す
る
狩
猟
者
と
し
て
描

か
れ
て
き
た
。
し
か
し
本
稿
の
よ
う
な

「修
正
主
義
者
」
の
見
方
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
時
代
の
サ
ン
は
、
犬
猟
や
銃
を
つ
か
う
猟
の
担
い



イギ リス植 民地ベチ ュアナラン ドにお ける毛皮 をめ ぐるエスノネ ッ トワー ク49

手

と

し

て
、
狩

猟
採

集
以

外

に
農
耕

や
牧

畜

に
も

従
事

し

て

い
る
。

ま
た

サ

ン
と

カ
ラ

ハ
リ

と

の
文

化

接
触

の
性

質
を

み

る
と
、

サ

ン

の
な

か

に
は
、

徴
税

と
し

て
運
ば

れ

る
野
生

動
物

の
毛

皮

を
捕

獲

し
た

り
、

そ
れ

を
町

へ
運

搬

す
る

の

に
使

わ

れ

て

い
た

人

々
も

い
る
。

さ
ら

に
カ
ラ

ハ
リ
中

央

部

の
各

地

点

に
は

チ
ー

フ
と

な

る
カ

ラ

ハ
リ
が
生

活

し

て

い
て
、

カ
ラ

ハ
リ

が
徴
税

者

と
し

て

の
登
録

を
受

け

て

い
る
が
、

多

く

の

サ

ン
は
そ

れ
を

受

け
て

い
な

か

っ
た
。

　

以
上

の
こ

と
は
、

カ

ラ

ハ
リ

中
央

部

で
は

「
修

正
主

義
者

」

の
見
方

が

当

て
は

ま
る

サ

ン
の
実
像

と

「
伝
統

主
義

者

」

の
見
方

が
当

て

は
ま

る

サ

ン
の
実

像

と
が

共
存

し

て

い
た
と
結

論

づ
け

ら

れ
る
。

そ

し

て
、

後

者

の
人

々

で
さ
え

も
、
彼

ら

が
意
識

し

て

い
な
く

と
も

、
毛

皮

の
供

給

を

通
し

て
当
時

の
植
民

地
経

済

の
末
端

に
組

み
込

ま
れ

て

い
た

の
で
あ

る
。

し

か
し
、

そ

の
後
毛

皮

の
流

通

ル
ー

ト
が
崩

れ

る
と

と
も

に

エ

ス
ノ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

の
意

味
が

な

く
な

り
、

バ

ン
ツ

ー
系
農

牧

民

カ
ラ

ハ
リ

と

の
結

合

を
持

た
な

い
、

孤
立

し
た

形

の
狩
猟

採
集

民

サ

ン
の
実

像

が
形

成

さ

れ
た

と
考
え

ら

れ
る
。

　

以

上

の
研
究

は
、

従
来

の
生

態

人
類
学

に
よ

る
サ

ン
研
究

に
、

カ
ラ

ハ
リ
中

央
部

の
地

域
的

多
様

性

、
植

民
地

期
以
前

か
ら
現

在

ま

で
の
歴

史
的

過
程

を
考
慮

す
る
試

み
で
あ

っ
た
。

し

か

し
、

イ
ギ

リ

ス
植

民

地

ベ
チ

ュ
ア
ナ

ラ
ン
ド

に
お
け

る

一
九

六

一
年

の
中
央

カ

ラ

ハ
リ
動
物

保

護
区

の
指

定

に
よ

っ
て
、

サ

ン
や

カ

ラ

ハ
リ

の
所

有

す

る
銃

が

と
り

上
げ

ら

れ
た

の
は
事

実

で
あ

る
。

そ

れ
と
同

時

に
、
中

央

カ
ラ

ハ
リ
動

物

保
護

区
を

「ブ

ッ
シ

ュ
マ
ン
ラ

ン
ド
」

と

い
う
誤

っ
た
地
域

認

識
も

生

ま
れ

た
。
筆

者

は
、

こ
れ

ら

サ

ン
の

「
伝

統
的

」
生

活

の
形
成

と
再

編

の
過

程

を
明

ら

か

に
す

る

た
め

に
、
植

民
地

時
代

の
社
会
史

を

よ

り
詳
細

に
復

元

す

る
こ

と
が
不

可
欠

で
あ

る

と
考

え

て

い
る
。

註(1
)
わ
が
国

の
文
化
人
類
学
者

に
よ
る
、
一
九
世
紀

の
交
易

ル
ー
ト
と
社

　
会

変
容
を
扱

っ
た
歴
史
研
究

の
具
体
的

な
事

例

と
し

て
は
、

[内
d
甲

　
豪

o
目
〇

一
㊤
㊤巴
、

[信
田
　

一
九
九
六
]
な
ど
の
論
文
が
あ
る
。

(2
)
筆
者

の
究
極
的
な
目
的
は

ア
フ
リ

カ
の
サ
ン
の
経
済
活
動

と
北
米

　

の
イ
ヌ
イ
ッ
ト
が
関
与
し
た
毛
皮
交
易

の
比
較
な
ど
を
と

お
し
て
、
地

球
上
の
周
辺
部
地
域
社
会
が
世
界
経
済

シ
ス
テ
ム

へ
統
合
さ
れ
る
過
程

で
生

じ
る
様
々
な
社
会
変
化
の
解
明

で
あ
る
。

カ
ナ
ダ

・
イ
ヌ
イ

ッ
ト

が
、

ホ
ッ
キ

ョ
ク
キ
ツ
ネ

の
毛
皮
交
易

に
積
極
的

に
か
か
わ
る
の
は
、

一
九

一
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
の
後
半
ま
で
の
時
期

に
当
た
り
、
イ
ヌ

イ

ッ
ト
は
毛
皮
を
供
給
す
る
か
わ
り
に
、
ラ
イ
フ
ル
、
小
舟
、
鉄
製
品
、

布
地
、
紅
茶
や
小
麦
粉
を
入
手
し
た
と
い
わ
れ
る
[岸
上
　

一
九
九
六

"
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一
六
]
。
カ
ラ

ハ
リ

・サ

ン
の
場
合
も
、
多
数

の
野
生
動
物
の
毛
皮
が
納

税

の
た
め

に
生
産

さ
れ
る
こ
と
で
、
鉄
製
品
が
導
入
さ
れ
る
。

こ
れ
ら

　
二

つ
の
地
域

と
欧
米

の
需
要
地

と
の
関
係

は
別
稿

で
論
じ
て
み
た
い
。

(3
)

一
八
三

一
年

に
セ
チ

ェ
レ

一
世
が
バ
ク
ウ

ェ
ナ
首
長
国
を

つ
く
り
、

　

一
八
九

二
年
に
没
し

て
い
る
。

そ
の
後
セ
ベ

レ

一
世

(
一
八
九
ニ
ー

一

九

=

)
、
セ
チ

ェ
レ
ニ
世

(閑
国
〉
島
ロd
O
O
♪

H
㊤
=
山
。。)
、
セ
ベ
レ
ニ
世

　
(H
㊤
H
Q。
1
ω
H
)
と

つ
づ

い
て

い
る

[即
〉
竃
ω諺
網

H㊤
◎。己
。

(4
)

ベ
チ

ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド
か
ら
南

ア
フ
リ
カ

へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
数
は
、

　

一
九

=

年
に
は
二
五
九
二
人
で
あ

っ
た
の
が
、

一
九

二

一
年

に
は
三

三
四
五
人
、

一
九
三
六
年
に
は
約

一
万
人
、

一
九
六
六
年
に
は
四
万
五

千
人
と
な

っ
て

い
る
。

こ
れ
は
、

ベ
チ

ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド

か
ら
南

ア
フ
リ

　
カ

へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
数
が
、

一
九
三
六
年
か
ら

一
九
六
六
年

に
急
増

　
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

(5
)

カ
ラ

ハ
リ
砂
漠

に
特
有
に
み
ら
れ
る
く
ぼ
地

で
、
フ
ラ
イ
パ
ン
の
よ

う
な
形
を
し
て

い
る
。

こ
の
中
に
は
、
降
雨
の
直
後

に
水

の
た
ま
る
部

分
が
あ
り
、
こ
こ
の
水
が
地
元
住
民

の
飲
料
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

　
た
。

(6
)
大
崎

[
一
九
九
六

日
二
七
四
]
は
、

ラ
ム
セ
イ
の
論
文
を
引
用
し
て
、

　
「
一
九
二
九
年

に
は

一
八
〇
〇
〇
ポ

ン
ド
も
の
皮
が

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
輸

　
出
さ
れ
て
い
た
」
と
述

べ
て
い
る
。

こ
れ
は

一
七
九

二

枚

の
外
套

に

　
修

正
す

る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者

の
見
解

で
は
、

　
こ
れ
ら

の
皮

の
多

く
は
、
大
崎
の
い
う

カ
ラ

ハ
リ
や
サ
ン
の
ツ
ワ
ナ

へ

　
の
貢
物

で
は
な
く
て
、
当
時

の
イ
ギ
リ

ス
植
民
地

の
中

で
納
税
の
た
め

　
に
集
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

(7
)

歴

史

学
者

の

ラ

ム

セ
イ

は
、
ク
リ

フ

ォ
ー

ド
探

検

に
参

加

し

た

ビ

ー

チ

ン
グ

の
報

告

よ
り

現

在

の
中

央

カ
ラ

ハ
リ
動

物

保

護

区
内

に
キ

コ
ア

　

(閑
障
o
鋤
)
、

モ
ラ

ペ

(竃
○
訂
b
①
)
、

カ

オ

ト

ゥ

エ

(内
鋤
9

≦
①
)
、

チ

ュ

　
ク

ド

ゥ
　

(O
げ
¢
評
二
住
⊆
)
、

ク

コ

モ
　

(国
⊆
パ
o
ヨ

o
)
、

コ

モ

デ

ィ

モ

　

(丙
ひq
o
ヨ

o
α
巨

o
)
　

の
集
落

が

あ

っ
た

と
述

べ
る

[菊
諺
蜜
ω
〉
尾

一
㊤
Q。
㊤
"

㊤
N
]
。
し

か

し
、
ク

リ

フ

ォ
ー

ド

の
記
録

に
よ

る

と

、
ク

ク

マ
ネ

と

チ

ュ

　
ク
ド

ゥ

で
村

を
確

認

し

て

、

コ
モ
デ

ィ

モ
で

は

サ

ン

に
会

っ
て

い
る

の

　
み

で
あ

る
。

カ

オ
チ

ュ

エ
で

は

パ

ン
を

見

て

い

る
が

、

集
落

や
人

の
確

認

は

さ

れ

て

い
な

い

[0
口
閃
○
閃
O

お

N
㊤
　
参

照

]
。

こ
れ

ら

は
、

ビ

ー

チ

ン
グ

の
報

告

を

ク
リ

フ

ォ
ー

ド
探

検

に

よ

る

と

み
る

ラ

ム

セ
イ

の
間

違

い
と
思

わ

れ

る
。

ま

た

大
崎

[
一
九

九

六

H
二
六

七

]

は
、

一
九

二

　
八
年

の

ク
リ

フ

ォ
ー
ド

の
探
検

に

つ
い
て
、

ラ

ム

セ
イ

の
論

文

か
ら

そ

　
の

ま

ま
引

用

し

て

い

る
が

、

一
行

は
キ

カ

オ

や

カ
オ

ト

ゥ

エ
は
同

名

の

　
パ

ン

の
確

認

の
み

で
集

落

は

み

て

い
な

い
点

を
修

正

し

て

お

き
た

い
。

(8

)

マ

キ

ン

(ζ

〉
霞
z
)

は
、

南

ア

フ

リ

カ

で

発

行

さ

れ

る

↓
国
国

〉
菊
O
d
ω
の
新

聞

記
者

で
、

ク

リ

フ

ォ

ー
ド

隊

の
探

検

に
参

加

し

て

い

　
る
。

(
9
)

現

在

の
カ

デ

に

み

ら

れ

る

犬

猟

の

実

際

に

関

し

て

は

、

口
閉
国
網
〉

　
お
逡

]

を

参

照

さ

れ

た

い
。

毛
皮

の
需

要

の
増
大

に

と
も

な

う
犬

猟

の

　
発
達

過

程

は

、

一
九

三
〇

年

頃

と

一
九

八
〇

年
代

後

半

と

で

は
類

似

し

　
て

い
る

よ
う

に
思

わ

れ

る
。

(
10
)

ス

テ

ィ
ー

ン
ボ

ッ
ク
、
ダ

イ

カ

ー
、
ス
プ

リ

ン
グ
ボ

ッ

ク
は

、
体

長

　

一
メ

ー

ト

ル
ぐ

ら

い
の
小

型

の

レ
イ

ヨ
ウ

の
仲

間

で
あ

る

。
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池
谷
和
信
　

一
九
九
六

a
　

「
『伝
統
主
義
者
』
と

『修
正
主
義
者
』
と

の

　
　
　
　
あ

い
だ

の
論
争
を
め
ぐ

っ
て
」
『
民
博
通
信
』
七
三

"
六
四
-
七

　
　
　
　
七
。

　
　
　
　
　

一
九
九
六
b
　
　
「
カ
ラ

ハ
リ
中
部

に
お
け
る
狩
猟
採
集

・
農

　
　
　
　
牧
複
合
」

『農
耕

の
技
術

と
文
化
』

一
九

H
二
四
-
五
〇
。

　
　
　
　
　

一
九
九
七
　
　
「
イ
ギ
リ

ス
植
民
地

の
べ
チ

ュ
ア
ナ
ラ
ン
ド

に

　
　
　
　
お
け
る
社
会
史
」
『
民
博
通
信
』
七
五

n
=
二
六
1

=
二
八
。

貯
国
嶋
》

内
・

δ
逡

、、出
二
暑
ぎ
ひq
乱

芸

U
o
αq
ω
曽
ヨ
o
口
σq
芸
Φ
ω
9
⇒
ヨ

昏
Φ

　

　

　

　

O
g

曾
巴

函
巴
"
げ
9。
「
い
、、
ミ

§
お

の
ミ
魯

§

§
禮

§

駐

-
呂

　
　
　
　

(ω
)
二

H
り
山
○。
膳
●

岸

上
伸
啓
　

一
九
九
六
　

　
「
カ
ナ
ダ
極
北
地
域

に
お
け
る
社
会
変
化

の
特

　
　
　
　
質

に
つ
い
て
」
ス
チ

ュ
ア
ー
ト

ヘ
ン
リ
編

『採
集
狩
猟
民

の
現

　
　
　
　
在
』
言
叢
社
、

一
三
ー
五

二
。

信
田
敏
宏
　

一
九
九
六
　

「
オ
ラ
ン

・
ア

ス
リ
の
内
陸
交
易

ル
ー
ト
と
そ

　
　
　
　

の
戦
略
的
側
面
ー

ト
ゥ
ミ
ア

の
事
例
を
中
心
に
　
　
」
『ア
ジ

　
　
　
　
ア

・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
五

一
"
一
八
五
-

二
〇
八
。

大
崎
雅

一　

一
九
九
六
　
　
「
歴
史
的
観
点
か
ら
見
た
グ
ウ
ィ
と
ガ
ナ
ブ

ッ

　
　
　
　

シ

ュ
マ
ン
の
現
状
」
『
民
族
学
研
究
』
六

一
(
二
)
"
二
六
三
-

二

　
　
　
　
七
六
。
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杉
島
敬
志
　

一
九
九
六
　

「
歴
史
研
究

に
も
と
つ
く
人
類
学
批
判
」

『民
博

　
　
　
　
通
信
』
七

一
u
七
八
i
九

八
。

(
い
け
や

・
か
ず

の
ぶ
　

国
立
民
族
学
博
物
館
助
手
)


